
1

ロ
シ
ア
は
ど
の
程
度
の
資
源
大
国
な
の
か

ロ
シ
ア
は
、
世
界
の
な
か
で
ど
の
程
度
の
資
源
大
国
な
の
だ
ろ
う
か
？

表
５
に
、
最
近
公
表
さ
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
の
石
油
の
確
認
さ
れ
て
い
る

可
採
埋
蔵
量
に
関
す
る
数
字
を
比
較
し
た
。
発
表
し
て
い
る
機
関
に
よ
っ

て
、
推
計
が
異
な
る
が
、
Ｂ
Ｐ
統
計
（2003

）
と
米
国
内
務
省
の
地
質
調
査

所
（
以
下
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）（2000

）
な
ど
で
は
値
が
違
い
す
ぎ
る
。
数
字
の
根

拠
ま
で
遡
っ
て
み
な
い
と
本
当
の
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。

国
別
の
よ
り
正
確
な
確
認
埋
蔵
量
の
推
計
を
行
な
う
に
は
、
個
別
に
わ

か
っ
て
い
る
油
田
の
埋
蔵
量
を
積
み
上
げ
る
の
が
最
も
正
確
で
、
こ
れ
に

基
づ
い
た
分
析
を
行
な
っ
た
の
が
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
の
二
○
○
○
年
の
報
告
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
関
係
者
の
間
で
は
最
も
頻
繁
に
、
成
果

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
石
油
開
発
企
業
で
作
っ
て
い
る

団
体
で
あ
る
石
油
鉱
業
連
盟
（
石
鉱
連
）
は
、
そ
の
デ
ー
タ
を
基
に
追
加
鉱

80

推計機関 BP統計 米国地質調査所 石油鉱業連盟
（発表年） （2003年）（USGS）（2000年） （2002年）

可採埋蔵量 691 1,295 1,273

表 5 ロシアの石油の確認可採埋蔵量

（単位：億バレル）

（出所）筆者作成。
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石
油
埋
蔵
量

天
然
ガ
ス
埋
蔵
量

順
位

国
　
名

石
鉱
連（

2002 ）
B

P 統
計（

2003 ）
石
鉱
連（

2002 ）
B

P 統
計（

2003 ）
%

%

１
208,333

22.9
262,700

294.0
6.0

224.7
２

127,338
14.0

69,100
1,310.3

26.9
1,680.0

３
74,777

8.2
115,000

69.4
1.4

109.8
４

74,682
8.2

130,700
635.3

13.0
812.3

５
54,453

6.0
97,800

131.4
2.7

212.1
６

51,691
5.7

96,500
56.8

1.2
52.7

７
30,390

3.3
30,700

186.5
3.8

183.5
８

29,043
3.2

9,000
87.6

1.8
65.0

９
25,246

2.8
78,000

125.9
2.6

148.0
10

23,251
2.6

36,000
－

－
46.0

14
13,594

1.5
15,200

364.1
7.5

508.5
209,360

23.0
192,534

1,972.7
33.1

1,458.9

908,564
100.0

1,147,700
4,869.9

100.0
5,501.5

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

ロ
シ

ア
イ

ラ
ク

イ
ラ

ン
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

ク
ウ
ェ
ー
ト

米
国

カ
ザ
フ
ス
タ
ン

ベ
ネ
ズ
エ
ラ

リ
ビ

ア
カ

タ
ー

ル
そ

の
他

合
計

表
6
日
本
の
石
油
鉱
業
連
盟
に
よ
る
主
要
国
の
原
油
・
天
然
ガ
ス
残
存
埋
蔵
量
評
価

（
単
位
：
原
油
　

100万
バ
レ
ル
，
天
然
ガ
ス
　
兆
立
方
フ
ィ
ー
ト
）

（
出
所
）
本
村
（

2003a）。



1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

6.23 6.17 6.18 6.54 7.06 7.70 8.54 9.19
（307.4）（304.3）（304.8）（323.3）（348.1）（379.6）（421.4）（458.8）

3.71 3.45 3.52 3.76 3.88 4.01 4.14
2.34 2.74 2.68 2.83 2.93 3.82 4.54 4.98
571 591 592 584 581 595 620
185 201 205 194 181 186 189

量
を
足
し
、
生
産
量
を
除
し
て
最
新
の
値
を
求
め
た
﹇
石
油

鉱
業
連
盟
　
二
○
○
二
﹈。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
の
石
油

の
確
認
可
採
埋
蔵
量
は
、
Ｂ
Ｐ
統
計
の
二
倍
に
当
た
る
一
二

七
三
億

で
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
次
い
で
世
界
第
二
位
、

全
世
界
で
一
四
％
を
占
め
る
（
表
６
）。
こ
の
数
値
は
、
現
在

あ
る
い
は
今
後
期
待
さ
れ
る
生
産
量
の
水
準
か
ら
み
て
も
納

得
の
い
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
増
産
著
し
い
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
に
つ
い
て
も
、

Ｂ
Ｐ
統
計
に
よ
る
埋
蔵
量
は
、
九
○
億

に
す
ぎ
ず
、
か
な

り
古
い
値
を
踏
襲
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ

Ｓ
や
石
油
鉱
業
連
盟
の
算
出
し
た
埋
蔵
量
は
、
最
近
の
活
動

成
果
を
反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
ロ
シ
ア
国
家
鉱
量
委
員
会
の
保
有
し
て
い
る

ロ
シ
ア
の
最
新
の
埋
蔵
量
は
国
家
機
密
と
い
う
こ
と
で
う
か

が
い
し
れ
な
い
が
、
周
辺
的
な
情
報
か
ら
み
て
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
や

82

（単位：石油　100万バレル／日，天然ガス　10億m3／年）

天然ガス生産と輸出



石
油
鉱
業
連
盟
の
値
と
調
和
的
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
ロ
シ
ア
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
次
ぐ
世
界
第

二
位
の
石
油
の
確
認
可
採
埋
蔵
量
を
有
し
、
世
界
全
体
の
一

四
％
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
約
半
分
の
規
模
で
あ
る
と
い
え

る
。

2

快
調
な
増
産
を
続
け
る
ロ
シ
ア
の
石
油
生

産
と
そ
の
問
題
点

１
　
エ
リ
ツ
ィ
ン
時
代
の
大
減
産
と
プ
ー
チ
ン
時
代
の

大
増
産

一
九
八
○
年
代
、
ソ
連
邦
は
世
界
最
大
の
産
油
国
で
あ
り
、

共
産
圏
の
台
所
を
一
手
に
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
外
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1991 1992 1993 1994 1995 1996

石 油 生 産 9.24 7.98 7.17 6.42 6.29 6.11
（100万トン／年）（462） （399）（354.9）（317.6）（310.8）（302.9）
石 油 需 要 5.78 5.16 4.38 3.68 3.67 3.67
石 油 輸 出 3.46 2.84 2.46 2.60 2.32 2.32
天然ガス生産 643 641 618 607 595 601
天然ガス輸出 204 205 171 184 181 185

表 7 ロシアの石油・

（出所）Mastepanov（2000），BP統計（各年版）等から筆者作成。



貨
の
半
分
近
く
を
原
油
の
輸
出
で
稼
い
で
い
た
。
一
九
八
七
年
は
ソ
連
邦
全
体
で
一
二
四
八
万

／
日

（
六
億
二
四
二
○
万

）
で
、
そ
の
う
ち
ロ
シ
ア
は
一
一
八
三
万

／
日
を
生
産
し
た
が
、
こ
れ
が
歴
史
的

な
石
油
生
産
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
ソ
連
邦
の
末
期
に
は
、
経
済
の
混
乱
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
つ
る
べ
落
と

し
の
よ
う
な
減
退
に
見
舞
わ
れ
、
ソ
連
邦
崩
壊
と
と
も
に
、
往
時
の
六
○
％
程
度
の
生
産
レ
ベ
ル
ま
で
落

ち
込
ん
だ
（
図
３
）。
こ
れ
は
、
国
の
経
済
的
な
混
乱
が
油
田
操
業
現
場
に
ま
で
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、ロ
シ
ア
は
、
本
来
豊
か
な
資
源
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
石
油
産
業
に
は
歴
史
が
あ

り
、
人
材
も
ロ
シ
ア
の
最
高
ク
ラ
ス
が
集
ま
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
地
方
で
は
石
油
生
産
企
業
が
最
大

の
地
場
産
業
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
石
油
産
業
が
復
活
す
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
時
間
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。

復
活
は
、
二
○
○
○
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
九
九
九
年
ま
で
六
○
○
万

／
日
（
三
億

）
で
低
迷
し
て

い
た
石
油
生
産
量
が
、
二
○
○
○
年
に
は
突
如
、
対
前
年
比
六
・
一
％
増
の
六
五
四
万

／
日
（
三
億
二
三

三
○
万

）
を
記
録
し
た
。
そ
の
後
も
、
同
七
・
七
％
（
二
○
○
一
年
）、
九
・
一
％
（
二
○
○
二
年
）、
一
一
・

○
％
（
二
○
○
三
年
）
と
快
進
撃
が
続
き
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
肉
薄
す
る
勢
い
で
あ
る
（
な
お
、
ロ
シ
ア
で

の
生
産
量
は
、
通
常
、
ト
ン
／
年
で
表
示
さ
れ
る
。
バ
レ
ル
／
日
に
換
算
す
る
時
は
、
こ
れ
を
五
○
で
割
る
と
、

概
算
値
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
）。

生
産
量
だ
け
を
と
っ
て
み
る
と
、
今
の
国
際
原
油
市
場
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ロ
シ
ア
の
両
横
綱
と
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1950 55 60 65 70 75 80 85 90 95 2000 2005 2010

（100万トン／年）

ソ連・ロシア（1991～）

カザフスタン

アゼルバイジャン

トルクメニスタン

輸　出

（注）ソ連邦の崩壊した1991年以
降は，ロシア，カザフスタ
ン，アゼルバイジャン，ト
ルクメニスタンからなる。
原油輸出量はロシアのも
の。2005年，2010年の値は，
投資銀行ルネッサンス･キ
ャピタルの2000年時点の予
測で，当時最も楽観的なも
のであったが，2005年の予
測は2003年に達成されてい
る。

（出所）筆者作成。

図 3 ソ連・CISの石油生産（1950～2003年）



い
っ
て
も
よ
い
状
況
だ
が
、
ロ
シ
ア
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
と
っ
て
代
わ
り
石
油
市
場
を
左
右
す
る
と
い

う
事
態
は
あ
り
そ
う
に
な
い
。
両
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
を
異
に
す
る
石
油
大
国
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
石
油
市
場
の
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
半
年
で
三
○
○
万

／
日

と
い
っ
た
急
速
な
増
産
も
、
あ
る
い
は
必
要
に
応
じ
て
減
産
も
な
し
得
る
態
勢
を
敷
い
て
、
石
油
価
格
へ

の
影
響
力
を
常
に
維
持
し
て
き
た
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
は
、
そ
の
時
々
の
精
一
杯
の
生
産
を
続
け
る
の
み

で
あ
る
。
ロ
シ
ア
が
自
ら
の
意
思
で
減
産
を
行
な
う
こ
と
は
政
策
的
に
あ
り
得
な
い
し
、
も
と
も
と
油
田

の
油
層
圧
力
が
低
く
、
含
水
率
の
高
い
ロ
シ
ア
で
は
、
い
っ
た
ん
原
油
生
産
を
停
止
す
る
と
生
産
回
復
が

容
易
で
な
い
た
め
、
減
産
は
技
術
的
に
も
選
択
肢
に
入
っ
て
い
な
い
。
ロ
シ
ア
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
は

異
な
り
、
輸
出
量
の
増
大
は
目
指
し
て
も
、
自
ら
の
意
思
で
石
油
市
場
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
プ
レ
ー
ヤ

ー
と
は
な
り
得
な
い
。
油
価
の
変
動
に
対
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
受
動
的
な
産
油
国
の
地
位
に
と
ど
ま
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
、
産
油
国
ロ
シ
ア
の
置
か
れ
た
立
場
で
あ
る
。

２
　
欧
米
技
術
の
影
響
力

快
調
な
石
油
増
産
を
続
け
て
い
る
ロ
シ
ア
で
あ
る
が
、
増
産
傾
向
の
維
持
に
疑
問
を
呈
す
る
意
見
も
あ
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る
。
つ
ま
り
、
今
の
増
産
は
、
油
田
で
略
奪
的
な
生
産
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
、
近
々
に
も
、
あ
の
ソ

連
邦
の
崩
壊
し
た
時
の
よ
う
に
生
産
量
が
急
落
す
る
と
い
う
も
の
で
、
代
表
格
は
、
元
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー

相
で
現
在
外
務
省
次
官
・
カ
ス
ピ
海
問
題
特
使
と
な
っ
て
い
る
ビ
ク
ト
ル
・
カ
リ
ュ
ジ
ュ
ニ
ー
で
あ
る
。

彼
は
、
水
攻
法
（
用
語
解
説
参
照
）
ば
か
り
に
頼
り
油
層
の
能
力
を
超
え
た
増
産
を
続
け
れ
ば
、
必
ず
や
そ

の
揺
り
戻
し
で
、
大
減
産
に
見
舞
わ
れ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
自
社
の
株
価
を
上
げ
る
こ
と
に
熱
心
な
財
閥
系
企
業
が
、
短
期
の
投
資
収
益
を
重
視
し
た

結
果
と
い
う
見
方
も
あ
っ
た
。
確
か
に
、
会
社
別
に
石
油
の
生
産
量
の
伸
び
を
み
て
み
る
と
、
新
興
財
閥

（
オ
リ
ガ
ル
ヒ
）
の
支
配
す
る
ユ
コ
ス
や
シ
ブ
ネ
フ
チ
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
（
図
４
）。

両
社
は
、
一
九
九
八
年
頃
か
ら
米
国
の
シ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ジ
ェ
、
あ
る
い
は
米
国
の
チ
ェ
イ
ニ
ー
副
大
統
領

が
会
長
を
務
め
て
い
た
ハ
リ
バ
ー
ト
ン
と
い
っ
た
一
流
の
油
田
技
術
サ
ー
ビ
ス
会
社
と
提
携
し
、
油
田
操

業
に
つ
い
て
水
圧
破
砕
法
（
ハ
イ
ド
ロ
フ
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ：

用
語
解
説
参
照
）
や
水
平
掘
り
、
潜
水
ポ
ン
プ

の
活
用
な
ど
欧
米
基
準
の
最
新
技
術
の
移
転
に
成
功
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
飛
躍
的
な
大
増
産
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
第
二
位
で
あ
っ
た
ユ
コ
ス
は
、
二
○
○
三
年
に
は
、
首
位
の
ル
ク
オ
イ
ル
を
つ
い
に

抜
き
去
り
原
油
生
産
量
で
一
位
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、「
３
　
ユ
コ
ス
・
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
事
件
の
意
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（注）最も生産の伸びが著しいのが欧米技術の導入に成功したユコス，
シブネフチ，停滞しているのは古い油田地帯であるヴォルガ＝ウ
ラルで操業するタトネフチ，バシュネフチ，他は設備更新により
生産を伸ばしているが中程度の成果にとどまっている。TNK-

BPは2003年に合弁企業となり急成長の兆しがみえる。
（出所）筆者作成。

図 4 ロシアの石油会社別石油生産量の伸び
（2000～2003年）



味
す
る
も
の
」（
一
二
三
〜
一
三
四
ペ
ー
ジ
）
で
ふ
れ
る
経
営
危
機
の
最
中
で
の
業
績
で
あ
り
、
中
央
の
動
揺

を
よ
そ
に
、
現
場
で
の
操
業
は
き
わ
め
て
安
定
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
れ
ら
財
閥
系
企
業
は
、
会
社
の
経
営
手
法
も
ほ
と
ん
ど
米
国
流
と
な
っ
て
お
り
、
国
際
会
議
な
ど
に

出
席
す
る
両
社
の
幹
部
は
、
ロ
シ
ア
人
で
は
な
く
、
英
国
人
、
ド
イ
ツ
人
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
金

融
出
身
の
ロ
シ
ア
人
社
長
が
、
配
下
に
欧
米
の
専
門
家
を
集
め
て
経
営
に
あ
た
ら
せ
、
油
田
の
現
場
で
は

欧
米
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
招
聘
し
て
、
先
端
技
術
を
駆
使
し
て
原
油
生
産
を
担
当
さ
せ
て
い
る
。
一
九
九
八

年
の
こ
と
だ
が
、
筆
者
が
近
代
的
ビ
ル
と
な
っ
た
ユ
コ
ス
の
本
社
を
訪
問
し
た
時
は
、
流
暢
な
英
語
を
操

る
世
に
い
う
新
ロ
シ
ア
人
と
い
っ
た
雰
囲
気
の
若
手
役
員
が
仕
切
っ
て
お
り
、
い
か
に
も
と
い
っ
た
感
じ

の
ロ
シ
ア
人
技
術
者
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
顔
を
出
し
た
の
は
、
よ
う
や
く
実
務
者
協
議
の
段
階
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
っ
た
。

だ
が
、
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
や
Ｔ
Ｎ
Ｋ-

Ｂ
Ｐ
（
前
チ
ュ
メ
ニ
石
油
）
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
西
シ
ベ

リ
ア
の
典
型
的
な
ロ
ー
カ
ル
生
産
企
業
も
生
産
を
伸
ば
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
堅
実
な
油
田
設
備
の
投

資
を
続
け
て
き
た
企
業
で
株
主
の
評
価
も
高
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
き
て
し
っ
か
り
と
増
産
基
調
に
乗
せ
て

き
て
い
る
。
Ｔ
Ｎ
Ｋ-

Ｂ
Ｐ
は
、
二
○
○
三
年
九
月
に
チ
ュ
メ
ニ
石
油
と
Ｂ
Ｐ
で
設
立
し
た
合
弁
企
業
で

あ
る
が
、
Ｂ
Ｐ
の
技
術
導
入
に
よ
り
、
大
き
な
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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90

傾　向 ソ連末期～エリツィン時代
の生産減退（1989～95）

プーチン政権下での
生産回復（2000～）

短期の傾向
（生産体制
の問題）

〈1～3年〉

１．休止井の増加と改修の遅れ
・1992年時点で25,000坑が休止
・高含水率，機械的坑内トラブル
２．油田機器類の供給不安
・ソ連の油田機器類の60%を生
産するバクーでの政情不安
・外貨不足
３．幹線および集油パイプラインの
老朽化

４．油田操業現場での遅業・怠業

１．継続的な投資による，
油田設備機器類の更新
・持続する高油価
・原油輸出量の伸び
・ルーブル安による
国内資機材価格の
低下

２．石油会社民営化の成功
３．プーチン時代におけ
る企業モラル改善

中期の傾向
（生産技術
の問題）

〈3～10年〉

１．不適切な油田操業
・水攻法の濫用（油田マネージメ
ントの欠如）
・80%を超える含水率
・不十分な増進回収法（EOR）技術
・坑井当たりの生産量の減少
２．開発・生産コストの増加
・掘削深度の増加
・新規油田での開発条件の悪化
３．インフラの未整備
・西シベリア北部等遠隔地への
進出

１．欧米技術導入による
油田マネージメントの
改善
・シュルンベルジェ，
ハリバートンとの技
術提携（最適掘削
計画，泥水剤選択，
水平坑井掘削，大
偏距掘削，水圧破
砕，セメンティング技
術，潜水ポンプ等）

２．開発・生産コストの削減

長期の傾向
（新規の地
質ポテン
シャルの
問題）

〈10年以上〉

長期探鉱戦略の欠落
・遠隔地における高コスト探鉱

開発を待つ新規大油田
・多くの探鉱余地（西
シベリア，ティマン＝
ペチョラ，カスピ海，
東シベリア，サハリ
ン大陸棚）
・ただし，今後の投資
規模如何による。

表 8 ロシアにおける石油の生産減退と回復の実態

（注）大偏距掘削，セメンティングについては用語解説参照。
（出所）本村（2003a）。



十
年
ほ
ど
前
、
共
産
主
義
体
制
の
崩
壊
と
と
も
に
ロ
シ
ア
の
石
油
は
大
減
産
に
見
舞
わ
れ
た
の
だ
が

﹇
本
村
　
一
九
九
一
﹈、
そ
の
原
因
を
細
か
く
み
て
い
く
と
、
複
合
的
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
（
表
８
）。
短

期
的
（
一
〜
三
年
）
に
は
、
当
時
の
経
済
的
混
乱
の
な
か
で
、
油
田
の
維
持
管
理
が
行
な
え
ず
休
止
井
が
増

大
し
た
こ
と
、
油
田
資
機
材
の
六
○
％
を
生
産
し
て
い
た
カ
ス
ピ
海
の
バ
ク
ー
が
政
情
不
安
に
陥
り
、
操

業
現
場
へ
の
供
給
途
絶
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
同
じ
く
現
場
で
の
労
働
者
に
よ
る
遅
業
・
怠
業
が
頻
発
し
た

こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
カ
リ
ュ
ジ
ュ
ニ
ー
ら
の
言
う
よ
う
に
、
中
期
的
な
ス
パ
ン

（
三
〜
十
年
）
で
減
産
を
も
た
ら
し
た
原
因
と
し
て
、
ロ
シ
ア
で
よ
く
み
ら
れ
た
水
攻
法
の
濫
用
と
い
っ
た

不
適
切
な
油
田
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
油
層
に
水
を
押
し
込
ん
で
石
油
増
産
を
は
か
る

と
い
う
こ
の
技
術
は
、
周
到
な
流
体
力
学
的
な
設
計
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
実
際
の
運
営
は
か
な
り
ロ
シ

ア
式
と
も
い
え
る
雑
駁
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
新
規
油
田
の
開
発
が
徐
々
に
コ
ス
ト
増
と
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
も
、
成
長
の
足
を
引
っ
張
る
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。

現
在
の
増
産
傾
向
は
、
以
上
の
よ
う
な
減
産
理
由
を
そ
っ
く
り
裏
返
し
た
現
象
で
あ
る
。
ま
ず
、
ソ
連

邦
崩
壊
時
の
経
済
的
混
乱
は
一
段
落
し
、
機
器
類
提
供
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢
は
回
復
し
て
、
石
油
各
社

は
一
九
九
○
年
代
半
ば
か
ら
油
田
設
備
に
対
す
る
地
道
な
投
資
を
積
み
上
げ
た
。
こ
れ
に
よ
り
油
田
の
地

表
設
備
な
ど
の
短
期
的
な
問
題
は
ほ
と
ん
ど
克
服
さ
れ
た
。

第２章　ロシア・カスピ海諸国の石油と天然ガス開発の現状

91



さ
ら
に
、
一
部
の
企
業
で
は
米
国
の
シ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ジ
ェ
や
ハ
リ
バ
ー
ト
ン
な
ど
か
ら
の
技
術
移
転
に

よ
り
、
油
田
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
技
術
が
格
段
に
向
上
し
た
。
特
に
、
油
層
に
割
れ
目
を
発
生
さ
せ
て
石

油
の
生
産
能
力
を
向
上
さ
せ
る
水
圧
破
砕
法
や
、
油
層
そ
の
も
の
を
串
刺
し
に
掘
削
し
て
、
同
じ
く
生
産

能
力
の
向
上
を
目
指
す
水
平
坑
井
掘
削
な
ど
の
先
進
技
術
を
駆
使
し
た
効
果
は
大
き
い
。

欧
米
に
お
け
る
こ
の
十
数
年
の
技
術
革
新
は
「
静
か
な
革
命
」
と
い
わ
れ
、
Ｉ
Ｔ
を
は
じ
め
新
技
術
を

フ
ル
に
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
の
積
み
重
ね
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
特
定
の
目
立
っ
た
ブ
レ
ー
ク

ス
ル
ー
的
な
技
術
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
操
業
の
各
ス
テ
ー
ジ
で
の
コ
ス
ト
削
減
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

最
終
的
に
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
た
も
の
で
、
そ
の
結
果
、
既
往
油
田
地
帯
で
の
埋
蔵
量
を
大

き
く
伸
ば
し
、
ま
た
環
境
の
厳
し
い
難
地
域
へ
の
進
出
を
可
能
に
し
た
。
今
、
そ
の
「
革
命
」
の
成
果
は

ロ
シ
ア
に
ま
で
及
ん
で
、
現
在
み
る
よ
う
な
大
幅
な
増
産
を
可
能
に
し
た
。

ロ
シ
ア
は
も
と
も
と
、
資
源
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
今
の
大
増
産
は
、
け
っ
し
て
一
過
性

の
も
の
で
は
な
い
。
ロ
シ
ア
の
も
つ
高
い
地
質
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
欧
米
の
技
術
が
向
き
合
う
こ
と
に
よ
り
、

最
強
の
産
油
国
が
出
現
し
た
と
い
え
る
。
ユ
コ
ス
や
シ
ブ
ネ
フ
チ
の
人
た
ち
に
聞
く
と
、
皆
、
異
口
同
音

に
、
こ
の
増
産
は
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
的
）
な
も
の
だ
と
強
調
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
確
か
に
ロ
シ
ア
の
石
油
生
産
は
回
復
し
て
い
る
が
、
新
規
の
埋
蔵
量
の
発
見
は
こ
れ
に
大
き
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く
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。
石
油
産
業
で
は
、
そ
の
年
の
新
規
発
見
埋
蔵
量
を
そ
の
年
の
販
売
量
で
除
し
た

値
を
資
源
置
き
換
え
値
（
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
）
と
称
し
て
、
一
つ
の
重
要
な
経
営
指
標
と
し
て
い
る
。
企

業
あ
る
い
は
国
単
位
で
持
続
的
な
発
展
を
考
え
る
な
ら
ば
、
年
に
よ
る
ば
ら
つ
き
が
多
少
あ
ろ
う
と
も
、

基
本
的
に
そ
れ
は
一
○
○
％
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
年
も
一
○
○
％
を
切
る
よ
う
な
事
態
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
資
産
食
い
潰
し
の
局
面
に
入
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ロ
シ
ア
全
体
で
み
る
と
、
一
九
九
一
年
に
は
二
○
○
％
で
あ
っ
た
こ
の
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
が
、
二
○

○
二
年
は
六
六
％
、
二
○
○
三
年
は
さ
ら
に
悪
化
し
て
五
○
％
台
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
折

か
ら
の
高
い
油
価
と
い
う
棚
ぼ
た
利
益
に
遭
遇
し
て
、
石
油
各
社
が
既
存
油
田
か
ら
の
増
産
を
優
先
さ
せ

探
鉱
が
遅
れ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

し
か
し
、
坑
井
の
掘
削
状
況
を
み
る
と
、
試
掘
井
の
掘
削
件
数
は
徐
々
に
増
加
し
て
き
て
お
り
、
今
後

は
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
回
復
が
期
待
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
○
○
四
年
十
一
月
に
は
、

国
（
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
）
が
実
施
す
る
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
新
規
地
域
へ
の
探
鉱
作
業
を
拡
充
す
る

案
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
経
済
の
立
て
直
し
と
と
も
に
、
石
油
産
業
も
、
長
期
に
わ
た
る
安
定
生
産
を
目

指
し
た
本
来
の
姿
に
立
ち
返
り
つ
つ
あ
る
。
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3

ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
生
産
の
現
状
と
問
題
点

ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
は
、
国
内
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
五
五
％
を
ま
か
な
っ
て
お
り
、
輸
出
に
よ

っ
て
外
貨
の
二
○
％
を
獲
得
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
連
邦
の
税
収
の
二
五
％
は
ガ
ス
産
業
か
ら
の
も
の
で
あ

る
。ソ

連
の
天
然
ガ
ス
は
、
一
九
九
○
年
に
八
一
五
五
億
立
方

を
生
産
し
て
ピ
ー
ク
を
打
っ
て
以
降
、
ソ

連
邦
の
崩
壊
と
と
も
に
減
退
が
続
い
て
い
た
。
回
復
に
向
か
っ
た
の
は
、
二
○
○
二
年
か
ら
で
あ
る
。
生

産
量
の
三
○
％
強
が
輸
出
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
輸
出
先
は
二
○
○
○
年
時
点
で
西
欧
（
独
、
伊
、
仏
）
が

三
六
％
、
ト
ル
コ
・
東
欧
が
一
七
％
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
お
よ
び
ベ
ラ
ル
ー
シ
が
二
九
％
、
そ
の
他
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸

国
向
け
が
一
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
お
い
て
も
、
天
然
ガ
ス
は
そ
の
四
○
％
が
ガ
ス
火
力
発
電

に
、
二
○
％
が
民
生
に
消
費
さ
れ
て
お
り
、
石
油
以
上
に
公
益
的
な
色
彩
が
濃
い
こ
と
か
ら
、
生
産
の
減

退
は
あ
ま
り
に
社
会
的
な
影
響
が
大
き
い
。
ロ
シ
ア
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
太
宗
は
天
然
ガ
ス
で
あ

り
、
供
給
の
安
定
に
向
け
て
、
ガ
ス
産
業
の
社
会
的
責
任
は
重
い
。

ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
生
産
は
、
近
年
の
水
準
で
は
五
五
○
○
〜
六
二
○
○
億
立
方

で
、
ソ
連
時
代
の
ガ
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（10億m3／年）

ソ連・ロシア（1991～）

トルクメニスタン

ウズベキスタン

カザフスタン

アゼルバイジャン
（注）1991年以降はロシア，ト

ルクメニスタン，ウズベキ
スタン，カザフスタン，ア
ゼルバイジャンからなる。
2005年，2010年の値は，
投資銀行ルネッサンス･キ
ャピタルの 2000年時点の
予測値。

（出所）筆者作成。

図 5 ソ連・CISの天然ガス生産（1950～2003年）



ス
工
業
省
を
母
体
と
し
て
発
足
し
た
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
そ
の
八
七
％
を
担
っ
て
い
る
。
主
力
は
、
西
シ
ベ
リ

ア
北
部
に
あ
る
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
、
ウ
レ
ン
ゴ
イ
、
ヤ
ン
ブ
ル
グ
の
三
つ
の
超
巨
大
ガ
ス
田
で
、
こ
れ

だ
け
で
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
生
産
量
の
八
○
％
を
占
め
る
。
た
だ
し
、
前
二
者
は
現
在
一
七
○
〜
一
九
○
億

立
方

／
年
程
度
の
生
産
減
退
を
呈
し
て
お
り
、
二
○
○
一
年
九
月
三
十
日
か
ら
生
産
開
始
に
な
っ
た
ザ

ポ
リ
ヤ
ル
ノ
エ
・
ガ
ス
田
が
こ
れ
を
補
っ
て
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
し
て
、
ほ
ぼ
五
三
○
○
億
立
方

／
年
の

生
産
量
を
、
五
〜
八
年
程
度
維
持
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ザ
ポ
リ
ヤ
ル
ノ
エ
・
ガ
ス
田
は
、
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
と
は
い
い
な
が
ら
も
こ
れ
ま
で
の
西
シ
ベ
リ

ア
の
産
ガ
ス
地
域
と
操
業
環
境
と
し
て
は
同
程
度
で
あ
り
、
か
つ
既
往
の
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ

な
ぎ
込
ん
で
の
本
格
生
産
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
一
○
○
○
立
方

当
た
り
二
五

と
い
う
通
常
コ
ス
ト
で
開
発
の
可
能
な
、
最
後
の
超
巨
大
ガ
ス
田
で
あ
る
。

天
然
ガ
ス
の
生
産
は
、
石
油
の
大
幅
な
減
退
に
比
べ
て
、
減
退
の
始
ま
っ
た
時
期
も
ソ
連
邦
が
崩
壊
し

て
か
ら
で
あ
り
、
減
退
の
度
合
い
も
石
油
に
比
較
す
れ
ば
穏
や
か
で
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
三
年
間
、
石

油
分
野
が
力
強
く
生
産
を
回
復
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
天
然
ガ
ス
は
よ
う
や
く
減
退
傾
向
を
克
服
し
た

段
階
で
、
今
後
の
生
産
見
通
し
と
し
て
わ
ず
か
に
二
％
前
後
の
成
長
を
見
込
む
な
ど
、
控
え
目
な
予
測
に

終
始
し
て
い
る
。
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4

ロ
シ
ア
の
石
油
法
制
と
外
国
資
本
の
導
入

１
　
ロ
シ
ア
に
お
け
る
石
油
関
連
法
体
系

a

合
弁
企
業
法
の
下
で
の
外
資
参
入

ソ
連
が
外
資
導
入
策
へ
転
換
し
た
の
は
、
一
九
八
七
年
十
二
月
に
制
定
さ
れ
た
「
合
弁
企
業
法
」
に
お

い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
が
七
八
年
に
改
革
・
開
放
に
踏
み
切
っ
て
九
年
後
に
あ
た
る
。
合
弁
企
業

法
に
基
づ
い
て
、
数
十
の
比
較
的
小
規
模
な
油
田
開
発
あ
る
い
は
技
術
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
が
成
立
し
た

が
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
認
識
さ
れ
た
。
a
外
国
投
資
家
が
契
約
を
結
ぶ
相
手
は
事
業
の
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
り
ロ
シ
ア
政
府
で
は
な
い
こ
と
。
s
税
法
・
関
連
法
の
改
正
が
な
さ
れ
た
場
合
、
政
府
に
よ
っ
て
、

探
鉱
・
生
産
ラ
イ
ン
セ
ン
ス
に
記
さ
れ
た
条
件
に
つ
い
て
、
一
方
的
な
改
変
が
行
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
。
d
課
税
が
利
益
の
み
で
な
く
、
事
業
の
各
段
階
で
な
さ
れ
、
か
つ
そ
の
後
の
税
制
変
更
が
あ
っ

た
場
合
に
は
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ラ
イ
フ
を
通
じ
た
経
済
性
の
見
通
し
が
立

て
に
く
い
こ
と
。
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こ
の
た
め
、
一
九
九
○
年
代
半
ば
か
ら
は
、
成
立
件
数
は
激
減
し
た
。

s

地
下
資
源
法

一
方
、
ソ
連
邦
崩
壊
後
、
ロ
シ
ア
政
府
は
鉱
業
に
関
す
る
基
本
法
と
し
て
、
一
九
九
二
年
に
「
地
下
資

源
法
」
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
の
す
べ
て
の
地
下
資
源
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

地
下
資
源
法
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
お
け
る
地
下
資
源
は
す
べ
て
国
の
所
有
で
あ
り
、
売
買
・

転
貸
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
投
資
家
は
、
地
下
資
源
の
探
鉱
を
五
年
間
、
生
産
を
二
十
年
間
、
あ
る
い

は
探
鉱
・
生
産
を
併
せ
て
二
十
五
年
行
な
う
ラ
イ
セ
ン
ス
（
認
可
）
を
、
入
札
を
通
じ
て
獲
得
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
ラ
イ
セ
ン
ス
の
交
付
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
ロ
シ
ア
連
邦
地
質
地
下
資
源
利
用
委
員
会
お

よ
び
そ
の
地
方
支
部
、
連
邦
構
成
主
体
（
地
方
政
府
）
で
は
共
和
国
、
地
方
、
州
、
自
治
区
政
府
が
共
同
で

行
な
う
。
連
邦
と
地
方
の
双
方
が
揃
っ
て
初
め
て
ラ
イ
セ
ン
ス
が
交
付
さ
れ
る
方
式
を
「
二
重
鍵
シ
ス
テ

ム
」
と
称
し
て
い
る
。
つ
ま
り
鍵
の
二
つ
付
い
た
ド
ア
を
各
々
二
種
類
の
キ
ー
を
使
っ
て
開
け
る
よ
う
な

も
の
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

問
題
点
と
し
て
は
、
生
産
物
の
販
売
に
関
し
て
付
加
価
値
税
、
物
品
税
、
関
税
な
ど
が
掛
け
ら
れ
る
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
税
が
あ
っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
九
九
○
年
代
、
税
体
系
が
次
々
と
変
更
さ
れ
た
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た
め
、
事
業
者
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ラ
イ
フ
を
通
じ
た
経
済
性
の
把
握
が
困
難
と
な
り
、
こ
れ
が
特
に
外
国

か
ら
の
投
資
を
躊
躇
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
生
産
物
を
確
実
に
輸
出
で
き
る
保
障
が
な
い

点
、
輸
出
に
よ
る
獲
得
外
貨
が
強
制
的
に
ル
ー
ブ
ル
に
換
金
さ
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
点
な
ど
、
多
く
の

点
で
、
海
外
の
投
資
家
に
不
利
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
地
下
資
源
法
は
改
正
に
向
け
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
二

重
鍵
シ
ス
テ
ム
」
を
「
一
重
鍵
」
す
な
わ
ち
連
邦
の
認
可
の
み
と
す
る
点
で
、
こ
の
部
分
は
二
○
○
四
年
八

月
に
法
改
正
が
な
さ
れ
た
。
二
○
○
四
年
に
は
連
邦
構
成
主
体
を
、
選
挙
に
よ
ら
ず
大
統
領
の
任
命
制
へ

と
切
り
換
え
る
な
ど
、
連
邦
の
権
限
は
地
方
を
大
き
く
掣
肘
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
憲
法
に
謳
わ
れ
た
連

邦
と
連
邦
構
成
主
体
（
地
方
政
府
）
と
の
対
等
と
い
う
概
念
は
、
死
語
に
な
り
か
け
て
い
る
が
、
外
資
に
と

っ
て
は
、
知
事
と
中
央
の
対
立
と
い
っ
た
消
耗
な
局
面
に
立
ち
会
わ
ず
に
す
む
と
い
う
面
も
あ
り
、
産
業

界
は
む
し
ろ
当
局
の
簡
潔
な
対
応
が
期
待
で
き
る
と
し
て
い
る
。

d

生
産
物
分
与
（
Ｐ
Ｓ
）
法

ロ
シ
ア
政
府
は
一
九
九
五
年
六
月
、
外
資
導
入
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
に
生
産
物
分
与
（
Ｐ
Ｓ：

P
roduction

Sharing

）
法
の
導
入
を
決
定
し
、
立
法
化
の
前
に
、
サ
ハ
リ
ン
大
陸
棚
の
サ
ハ
リ
ン
―
１
、
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サ
ハ
リ
ン
―
２
、
お
よ
び
テ
ィ
マ
ン
＝
ペ
チ
ョ
ラ
の
ハ
リ
ヤ
ガ
油
田
の
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
Ｐ
Ｓ
契
約
が

調
印
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｓ
法
は
九
五
年
十
二
月
三
十
日
に
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
（
当
時
）
が
署
名
し
、
翌
九
六
年

一
月
十
一
日
に
発
効
し
た
。
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
続
く
Ｐ
Ｓ
対
象
油
・
ガ
ス
田
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
た

め
に
、
五
油
田
と
二
金
属
鉱
床
を
記
載
し
た
Ｐ
Ｓ
リ
ス
ト
法
が
九
七
年
七
月
に
成
立
し
、
以
降
五
回
リ
ス

ト
が
追
加
さ
れ
た
。

Ｐ
Ｓ
法
は
一
九
九
九
年
一
月
に
、
ま
た
そ
の
関
連
法
は
同
年
二
月
に
一
度
改
正
さ
れ
た
が
、
Ｐ
Ｓ
法
の

対
象
と
な
っ
た
油
・
ガ
ス
田
の
う
ち
、
前
記
の
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
降
に
Ｐ
Ｓ
契
約
が
成
立
し
た
も
の
と

し
て
は
、
四
番
目
の
サ
モ
ト
ロ
ー
ル
油
田
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
も
税
法
関
連
の
条
項
の
不
備
か
ら
、
契
約

自
体
が
成
立
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
最
初
の
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外
に
は
、
ま
っ
た
く
機
能
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
外
資
導
入
に
汲
々
と
し
て
い
た
数
年
前
に
比
べ
、
様
変
わ
り
し
た
ロ
シ
ア
石
油
産
業
の
状

況
が
あ
る
。
最
近
の
高
油
価
の
下
で
、
ロ
シ
ア
石
油
企
業
は
、
輸
出
に
よ
り
十
分
な
利
益
を
上
げ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
外
資
の
導
入
に
は
積
極
的
で
は
な
い
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
法
曹
界
に
お
い
て
も
、
地

下
資
源
法
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ
ば
特
例
と
し
て
の
Ｐ
Ｓ
契
約
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

法
体
系
の
上
か
ら
も
好
ま
し
く
な
い
と
の
見
解
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
二
○
○
二
年
十
月
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
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ン
に
お
け
る
米
ロ
商
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
米
国
側
石
油
企
業
が
重
ね
て
Ｐ
Ｓ
法
体
系

の
整
備
を
訴
え
て
い
た
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
側
は
か
な
ら
ず
し
も
こ
れ
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
背
景
が
こ

こ
に
あ
る
。

一
方
、
外
資
も
か
な
ら
ず
し
も
Ｐ
Ｓ
契
約
に
拘
泥
し
な
く
な
っ
た
。
税
法
典
の
整
備
に
よ
り
、
二
○
○

三
年
か
ら
、
利
益
税
は
そ
れ
ま
で
の
三
五
％
か
ら
二
四
％
と
世
界
で
最
も
低
い
水
準
に
ま
で
削
減
さ
れ
た
。

二
○
○
三
年
、
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
は
サ
ハ
リ
ン
―
３
に
関
し
て
、
シ
ェ
ル
は
西
シ
ベ
リ
ア
の
サ
ル
ィ

ム
油
田
に
関
し
て
、
Ｐ
Ｓ
契
約
で
な
く
、
通
常
の
地
下
資
源
法
に
基
づ
く
ラ
イ
セ
ン
ス
方
式
で
の
油
田
開

発
を
指
向
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
（
た
だ
し
、
二
○
○
四
年
に
、
サ
ハ
リ
ン
―
３
に
関
し
て
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー

ビ
ル
に
対
し
ラ
イ
セ
ン
ス
の
付
与
は
な
さ
れ
な
い
旨
の
決
定
が
な
さ
れ
た
）。

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
の
石
油
企
業
に
お
い
て
も
、
Ｐ
Ｓ
法
を
歓
迎
す
る
ロ
ス
ネ
フ
チ
な
ど
国
営
企
業
側
と
、

こ
れ
を
排
除
し
た
い
ユ
コ
ス
な
ど
に
立
場
が
分
か
れ
た
。
特
に
当
時
の
ユ
コ
ス
社
長
で
あ
っ
た
ホ
ド
ル
コ

フ
ス
キ
ー
は
、
Ｐ
Ｓ
法
批
判
の
急
先
鋒
に
立
っ
て
い
た
。
彼
の
意
図
は
、
外
資
が
直
接
に
ロ
シ
ア
国
内
で

鉱
区
を
取
得
す
る
よ
り
も
、
ロ
シ
ア
石
油
企
業
の
株
式
取
得
に
向
か
わ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
自
社
の

株
価
の
高
値
維
持
に
執
念
を
燃
や
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
ら
の
議
会
工
作
が
効
を
奏

し
て
、
Ｐ
Ｓ
法
自
体
は
、
二
○
○
三
年
六
月
改
正
さ
れ
、「
通
常
の
税
制
下
で
の
開
発
を
希
望
す
る
会
社
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が
存
在
し
な
い
場
合
に
限
り
、
当
該
鉱
床
は
Ｐ
Ｓ
法
が
適
用
さ
れ
る
」
と
さ
れ
、
今
後
の
Ｐ
Ｓ
法
の
適
用

は
、
入
札
方
式
を
実
施
し
て
も
応
札
が
な
か
っ
た
鉱
区
な
ど
の
ケ
ー
ス
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
政
府

の
ス
タ
ン
ス
は
、
鉱
床
開
発
は
基
本
的
に
通
常
税
制
下
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
自
然
環
境
が
厳
し

く
現
行
法
制
で
は
開
発
が
困
難
な
地
区
に
お
い
て
例
外
的
に
Ｐ
Ｓ
契
約
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
一
部
例
外
的
な
取
り
扱
い
と
し
て
、
Ｐ
Ｓ
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
バ

レ
ン
ツ
海
の
シ
ュ
ト
ッ
ク
マ
ノ
フ
・
ガ
ス
田
、
プ
リ
ラ
ズ
ロ
ム
ノ
エ
油
田
、
カ
ス
ピ
海
沖
合
の
油
・
ガ
ス

田
、
サ
ハ
リ
ン
―
３
な
ど
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
既
往
の
Ｐ
Ｓ
契
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
存
続
が
認

め
ら
れ
る
。

ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
の
件
は
後
に
ふ
れ
る
が
、
彼
の
逮
捕
の
後
、
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

局
長
で
あ
る
オ
ガ
ネ
シ
ア
ン
を
中
心
に
Ｐ
Ｓ
法
を
元
に
戻
す
動
き
が
出
は
じ
め
て
お
り
、
新
し
い
政
策
転

換
が
準
備
さ
れ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

２
　
ロ
シ
ア
石
油
産
業
の
再
編
と
外
資
の
関
わ
り

ロ
シ
ア
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
企
業
の
現
況
に
つ
い
て
、
表
９
に
ま
と
め
た
。
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ロ
シ
ア
の
石
油
産
業
は
、
ソ
連
邦
時
代
は
、
石
油
の
新
規
探
鉱
を
地
質
省
が
、
油
田
の
開
発
・
生
産
を

石
油
工
業
省
が
、
天
然
ガ
ス
開
発
を
ガ
ス
工
業
省
が
所
管
し
て
い
た
。
少
な
く
と
も
、
一
九
七
○
年
代
以

降
、
世
界
最
大
の
産
油
国
の
地
位
を
維
持
し
て
お
り
、
八
七
年
に
は
、
一
一
八
三
万

／
日
の
ピ
ー
ク
生

産
量
を
達
成
し
た
。

石
油
産
業
組
織
が
根
本
的
に
変
更
さ
れ
た
の
は
ソ
連
邦
が
崩
壊
の
過
程
に
あ
っ
た
一
九
九
一
年
十
月

で
、
ま
ず
国
営
石
油
と
し
て
ロ
シ
ア
石
油
ガ
ス
公
団
（
ロ
ス
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
）
が
組
織
さ
れ
、
次
い
で
九
三

年
ル
ク
オ
イ
ル
、
ユ
コ
ス
、
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
と
い
う
三
つ
の
垂
直
統
合
企
業
、
す
な
わ
ち
油

田
探
査
、
開
発
か
ら
精
製
ま
で
を
支
配
下
に
置
く
ロ
シ
ア
版
メ
ジ
ャ
ー
ズ
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
動
き
は
九

○
年
代
半
ば
ま
で
続
い
た
（
図
６
）。

現
在
で
は
ロ
シ
ア
の
石
油
・
ガ
ス
企
業
は
大
き
く
み
て
、
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
大
別
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
a
国
際
石
油
企
業：

国
際
株
式
市
場
に
上
場
し
て
資
金
調
達
を
は
か
り
、
生
産
原
油
の
輸
出
を
重

視
し
て
国
際
的
な
展
開
を
目
指
す
も
の
。
ル
ク
オ
イ
ル
と
ユ
コ
ス
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
s
国
営
企
業：

ソ

連
時
代
の
衣
鉢
を
継
ぐ
企
業
で
、
株
式
の
す
べ
て
あ
る
い
は
主
要
部
分
を
政
府
が
保
有
す
る
も
の
。
ロ
シ

ア
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
産
業
界
に
お
い
て
も
、
公
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
あ
る
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
、
ガ
ス

プ
ロ
ム
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
d
財
閥
系
企
業：

純
粋
な
石
油
企
業
と
い
う
よ
り
は
、
財
閥
の
支
配
下
に
あ
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傘下企業 重点地域 備　　考

コミテック，
アルハンゲリスクゲオロド
ビーチャ，ゲッティ（米国）

西シベリア，ティマン
=ペチョラ，カスピ
海，イラク，米国

製油能力が不足。
ムルマンスク・パイプ
ライン計画

ユガンスクネフチェガス，トムスク
ネフチ，ボストシブネフチ（VSNK）

西シベリア，リトア
ニア，東シベリア

膨大な追徴課税。
存亡の危機に

プルネフチェガス，サハリン
モルネフチェガス（SMNG）

西シベリア，サハリ
ン，エニセイ地域 ガスプロムと合併

メギオンネフチェガス 西シベリア，
クラスノヤルスク

TNKとシブネフチが
買い取り

イテラ，シブール 西シベリア北部，バレ
ンツ海，ウズベキスタン

ガス独占企業
シェルと提携

コンドペトロリアム，
オナコ，シダンコ

西シベリア，
東シベリア

2003年 9月に設立さ
れたTNKとBPとの
合弁企業

ナヤブリスクネフチェガス 西シベリア シュルンベルジェ，
ハリバートンと技術提携

西シベリア，
東シベリア

2003年12月ロスネフ
チ，ガスプロムと東シ
ベリアで連携

タタール共和国（ヴォ
ルガ=ウラル）

タタール共和国の国
有会社

バシュコルトスタン
共和国（ヴォルガ=ウ
ラル）

バシュコルトスタン
共和国の国有会社

企業の特徴（2003年時点）
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ロシア
石油企業

生産量
（100万トン）
（カッコ内成長率）

国有株
（％）

主要巨大
油・ガス田

確認埋蔵量＊
（2003年）
億バレル

ルクオイル 78.9
（4.5） 7.6

西シベリアハ
リヤガ，フバ
リンスコエ

153

ユコス
（メナテップ）

80.7
（15.5） 0 プリオビ，

ユルブチェン 118

ロスネフチ 19.6
（21.5） 100 サハリン1，5

フョードロフ 11.5

スラブネフチ 18.9
（11.5） 75 メギオン 20

ガスプロム 5,330億m3

（3.6） 39.3 ウレンゴイ，
ヤンブルグ －

TNK-BP
（アクセス＝レノバ）

43.0
（14.6） 0 サモトロール 94

シブネフチ 31.4
（19.2） 0 47

スルグートネ
フチェガス

54.0
（9.7） 0.8 フョードロフ 66.4

タトネフチ 24.7
（0.2）

30.8
（地方） ロマシュキノ 47

バシュネフチ 12.16
（1.6）

67.9
（地方） 22

表 9 ロシアの石油・天然ガス

（出所）本村（2003a）。＊AWS J 2004／12／22.

グ
ル
ー
プ

国
際
石
油
企
業

国
営
企
業

財
閥
系
石
油
企
業

地
方
石
油
企
業
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2004

スラブネフチ

ロシア連邦

1993年 1995年 2004年

2004.3

200295

93.4

94

94

95

財閥系へ
？

（株式売却）

2003.9

◯

財閥系へ
◯

▲

▲

垂直統合企業
の設立

ローンズ・フォー・
シェアーズ

政府機関，石油企業の推移

天然資源省環境・天然資源利用省

産業エネ
ルギー省

エネルギー省

ルクオイル

ユコス

スルグートネフチェガス

シダンコ

TNK―BP

シブネフチ

バシュネフチ

タトネフチ

ロスネフチ

TNK
財閥系へ
◯

▲
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（出所）筆者作成。

図 6 ソ連・ロシアの石油関係

地　質　省

石油工業省 石油ガス工業省 燃料エネルギー省

地質エネルギー委員会

トランスネフチ

トランスネフチプロダクト

ガス工業省 ガスプロム ガスプロム（民営化）

ソビエト連邦

1991.12 1992年

92.11

91.1289.989.8

91.10

89.9

▲

▲

民営化

ロシア石油ガス公団
（ロスネフチェガス）

92.12



り
そ
の
機
能
の
一
部
を
果
た
す
も
の
。
Ｔ
Ｎ
Ｋ-

Ｂ
Ｐ
、
シ
ブ
ネ
フ
チ
が
こ
れ
に
入
る
。
ユ
コ
ス
も
こ
の

性
格
を
も
っ
て
い
る
。
f
ロ
ー
カ
ル
な
石
油
生
産
会
社：

ソ
連
時
代
の
各
地
方
の
石
油
生
産
企
業
合
同
を

引
き
継
ぐ
も
の
。

以
下
、
個
々
の
企
業
の
最
近
の
動
き
に
つ
い
て
記
す
。
現
在
、
存
亡
の
危
機
に
あ
る
ユ
コ
ス
の
現
況
と

そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
次
項
（
一
二
三
〜
一
三
四
ペ
ー
ジ
）
に
さ
ら
に
詳
し
く
記
す
。

a

ロ
シ
ア
国
際
石
油
企
業

ル
ク
オ
イ
ル

一
九
九
一
年
二
月
に
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
三
つ
の
生
産
企
業
合
同
を
結
集
し
て
、
国
営
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

「
ラ
ン
ゲ
パ
ス
｜
ウ
ラ
イ
｜
コ
ガ
リ
ム
石
油
」
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
が
ル
ク
オ
イ
ル
の
前
身
で
、
Ｌ
Ｕ
Ｋ

と
は
こ
の
三
社
の
頭
文
字
を
つ
な
げ
た
も
の
で
あ
る
。
九
三
年
四
月
に
は
、
さ
ら
に
ヴ
ォ
ル
ガ
＝
ウ
ラ
ル

地
域
の
ペ
ル
ミ
お
よ
び
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
の
製
油
所
と
八
つ
の
販
売
会
社
を
傘
下
に
お
さ
め
、
探
鉱
・
開

発
、
生
産
、
精
製
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
を
行
な
う
「
垂
直
統
合
石
油
企
業
」
と
な
り
、
正
式
の
社
名

を
ル
ク
オ
イ
ル
と
し
た
。
同
社
は
、
ロ
シ
ア
最
大
の
確
認
埋
蔵
量
と
生
産
量
を
有
す
る
、
ロ
シ
ア
を
代
表

す
る
「
ロ
シ
ア
ン
・
メ
ジ
ャ
ー
」
で
あ
っ
た
が
、
二
○
○
三
年
に
は
、
生
産
量
で
ユ
コ
ス
に
抜
か
れ
た
。
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社
長
の
ヴ
ァ
ジ
ッ
ト
・
ア
レ
ク
ペ
ー
ロ
フ
は
、
元
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
次
官
を
務
め
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
人
で
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
実
業
界
で
は
英
雄
視
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
ル
ク
オ
イ
ル
の
主

た
る
コ
ア
地
域
は
、
出
発
点
と
な
っ
た
西
シ
ベ
リ
ア
で
生
産
量
の
六
○
％
を
占
め
る
が
、
こ
れ
に
次
い
で
、

近
年
で
は
テ
ィ
マ
ン
＝
ペ
チ
ョ
ラ
地
域
で
、
コ
ミ
テ
ッ
ク
お
よ
び
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
ゲ
オ
ロ
ド
ビ
ー
チ

ャ
を
傘
下
に
収
め
る
こ
と
に
よ
り
圧
倒
的
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
領
カ
ス
ピ
海
に
お

い
て
は
、
二
○
○
○
年
に
フ
バ
リ
ン
ス
コ
エ
油
田
そ
し
て
ユ
ー
リ
ー
コ
ル
チ
ャ
ゴ
ン
油
田
を
相
次
い
で
発

見
し
、
今
後
の
重
要
な
投
資
地
域
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

海
外
事
業
と
し
て
は
、
二
○
○
○
年
に
は
米
国
の
ゲ
ッ
テ
ィ
を
七
一
○
○
万

で
買
収
し
、
米
国
東
部

一
三
州
に
一
三
○
○
の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
配
下
に
置
い
た
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
は
、
ア
ゼ

リ
＝
チ
ラ
グ
＝
グ
ネ
シ
リ
（
Ａ
Ｃ
Ｇ
）
油
田
を
操
業
す
る
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
加
し
て
い
た
が
、

二
○
○
二
年
秋
に
そ
の
権
益
（
全
体
の
一
○
％
）
を
日
本
の
国
際
石
油（
株
）に
売
却
し
て
、
撤
退
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
イ
ラ
ク
政
府
と
は
ウ
エ
ス
ト
・
ク
ル
ナ
油
田
（
可
採
埋
蔵
量
七
三
億

）
の
開
発
契
約
を
締
結
し

て
い
た
が
、
イ
ラ
ク
戦
争
直
前
の
二
○
○
二
年
十
二
月
に
、
イ
ラ
ク
政
府
か
ら
は
義
務
作
業
の
未
達
を
理

由
に
契
約
の
廃
棄
を
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ク
暫
定
政
府
と
再
交
渉
に
臨
ん
で

い
る
。

第２章　ロシア・カスピ海諸国の石油と天然ガス開発の現状

109



同
社
は
、
比
較
的
保
守
的
な
傾
向
が
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
す
で
に
米
国
一
般
会
計
基
準
（
Ｇ
Ａ

Ａ
Ｐ
）
を
導
入
し
て
お
り
、
二
○
○
二
年
に
は
シ
ェ
ブ
ロ
ン
の
元
副
会
長
の
マ
ッ
ツ
ェ
を
社
外
取
締
役
に

任
命
し
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
に
も
努
め
て
い
る
。

二
○
○
四
年
九
月
に
は
、
同
社
が
保
有
し
て
い
た
政
府
保
有
株
七
・
五
九
％
に
つ
い
て
、
米
国
の
準
メ

ジ
ャ
ー
で
あ
る
コ
ノ
コ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が
取
得
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
二
○
％
ま
で
増
や
す
方
針
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
コ
ノ
コ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
、
ル
ク
オ
イ
ル
に
役
員
一
名
を
送
り
込
む
。
ま
た
、
テ
ィ
マ
ン
＝

ペ
チ
ョ
ラ
で
の
油
・
ガ
ス
田
開
発
に
お
い
て
、
両
社
に
よ
る
合
弁
企
業
を
立
ち
上
げ
、
前
記
の
イ
ラ
ク
の

ウ
エ
ス
ト
・
ク
ル
ナ
油
田
に
関
し
て
も
、
イ
ラ
ク
政
府
の
承
認
を
得
た
上
で
、
ル
ク
オ
イ
ル
が
保
有
す
る

と
さ
れ
る
権
益
六
八
・
五
％
の
う
ち
、
一
七
・
五
％
を
コ
ノ
コ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
に
譲
渡
す
る
方
針
で
あ
る
。

ユ
コ
ス

ユ
コ
ス
も
、
一
九
九
三
年
四
月
に
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
石
油
生
産
企
業
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
、
ク

イ
ビ
シ
ェ
フ
と
ス
イ
ズ
ラ
ン
の
製
油
所
、
そ
し
て
い
く
つ
か
の
石
油
製
品
販
売
企
業
と
が
合
体
し
て
垂
直

統
合
石
油
企
業
と
し
て
発
足
し
た
。
九
七
年
に
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
南
東
部
の
ト
ム
ス
ク
州
を
基
盤
と
す
る

石
油
生
産
企
業
ボ
ス
ト
ー
ク
ネ
フ
チ
を
吸
収
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
、
二
○
○
一
年
に
東
シ
ベ
リ

ア
の
ユ
ル
ブ
チ
ェ
ノ
＝
タ
ホ
モ
油
田
を
も
つ
ボ
ス
ト
シ
ブ
ネ
フ
チ
（
Ｖ
Ｓ
Ｎ
Ｋ
）
を
、
同
年
サ
ハ
共
和
国
の
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サ
ハ
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
の
株
式
二
五
％
を
取
得
し
、
同
社
に
よ
り
タ
ラ
カ
ン
油
田
の
開
発
権
を
落
札
し
た
。

従
来
、
ユ
コ
ス
は
財
閥
グ
ル
ー
プ
、
ロ
ス
プ
ロ
ム
＝
メ
ナ
テ
ッ
プ
銀
行
の
支
配
下
に
あ
る
財
閥
系
石
油

会
社
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
八
年
の
金
融
危
機
以
降
は
、
持
ち
株
会
社
の
「
ユ
コ
ス
・
モ
ス
ク

ワ
」
の
下
に
、「
ユ
コ
ス
石
油
開
発
」
と
「
ユ
コ
ス
精
製
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
二
社
を
配
置
し
て
お
り
、

主
た
る
株
主
で
あ
る
メ
ナ
テ
ッ
プ
銀
行
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
か
ら
は
鉄
道
に
よ
る
中
国
へ
の
原
油
輸
出
を
開
始
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
石
油
企
業
の
な
か

で
は
、
東
ア
ジ
ア
市
場
を
重
視
す
る
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
。

ユ
コ
ス
は
一
九
九
八
年
に
、
世
界
的
な
米
国
の
油
田
技
術
サ
ー
ビ
ス
会
社
シ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ジ
ェ
と
業
務

提
携
を
結
び
、
欧
米
技
術
の
移
転
を
は
か
る
こ
と
と
し
た
。
水
圧
破
砕
法
、
水
平
掘
り
、
潜
水
ポ
ン
プ
の

使
用
、
適
正
な
泥
水
計
画
、
最
新
式
の
物
理
検
層
（
用
語
解
説
参
照
）、
セ
メ
ン
テ
ィ
ン
グ
技
術
等
が
、
西

シ
ベ
リ
ア
の
油
田
群
に
適
用
さ
れ
、
生
産
コ
ス
ト
は
二
○
％
程
度
の
削
減
、
油
田
の
増
産
は
年
平
均
十

数
％
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
。
筆
者
が
ユ
コ
ス
を
訪
問
し
た
の
は
、
こ
の
提
携
の
直

後
で
、
ユ
コ
ス
側
も
熱
心
に
欧
米
技
術
の
導
入
の
意
義
に
つ
い
て
語
り
、
期
待
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

こ
の
提
携
の
な
か
に
は
、
技
術
者
の
訓
練
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
的
な
技
術
移
転
が
達
成

さ
れ
る
と
み
ら
れ
て
い
た
。
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ロ
シ
ア
に
お
け
る
二
○
○
一
年
以
降
の
画
期
的
な
増
産
の
か
な
り
の
部
分
は
、
欧
米
基
準
の
先
進
技
術

導
入
の
成
果
で
あ
り
、
ユ
コ
ス
は
そ
の
代
表
的
な
成
功
例
と
い
え
る
。
こ
の
増
産
は
、
け
っ
し
て
一
時
的

な
も
の
で
は
な
く
、
今
後
も
持
続
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
○
○
三
年
夏
か
ら
、
ユ
コ
ス
は
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
社
長
の
逮
捕
、
巨
額
の
追
徴
課
税
な
ど
会
社
そ

の
も
の
の
存
続
を
ゆ
る
が
す
よ
う
な
大
事
件
に
直
面
し
た
（
次
項
に
詳
述
）。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
ユ
コ
ス

株
主
の
問
題
で
あ
る
。
欧
米
技
術
の
移
転
に
成
功
し
、
生
産
量
を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
た
ユ
コ
ス
は
、
ロ
シ

ア
民
営
化
の
立
派
な
成
功
例
で
あ
り
、
ユ
コ
ス
と
い
う
モ
ス
ク
ワ
の
管
理
部
門
は
ど
う
あ
れ
、
生
産
に
直

接
携
わ
っ
て
い
る
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
な
ど
の
地
方
の
石
油
生
産
企
業
に
こ
そ
、
そ
の
成
果
は
継

承
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ユ
コ
ス
事
件
そ
の
も
の
の
経
緯
と
背
景
に
つ
い
て
は
、
次
項
に
記
す
。

s

国
営
企
業

ロ
ス
ネ
フ
チ

ソ
連
時
代
の
油
田
開
発
・
生
産
は
石
油
工
業
省
、
そ
し
て
一
九
八
九
年
九
月
か
ら
は
ガ
ス
工
業
省
と
合

併
し
た
石
油
ガ
ス
工
業
省
が
現
業
官
庁
と
し
て
所
管
し
て
い
た
が
、
ソ
連
邦
崩
壊
直
前
の
九
一
年
十
月
に
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コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
「
ロ
ス
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
」
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ
し
て
、
九
○
年
代
半
ば
に
十
余
り
の
垂

直
統
合
企
業
を
引
き
離
し
て
独
立
さ
せ
、
そ
れ
以
外
の
企
業
を
集
約
し
て
国
営
石
油
企
業
「
ロ
ス
ネ
フ
チ
」

が
設
立
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
政
府
は
九
八
年
に
、
一
度
民
営
化
を
試
み
た
が
、
株
式
の
価
格
設
定
で
失
敗
し
、

ま
た
経
営
陣
の
内
紛
も
取
り
ざ
た
さ
れ
る
な
ど
、
危
機
的
様
相
を
呈
し
て
い
た
が
、
九
八
年
に
子
会
社
の

一
つ
で
あ
る
サ
ハ
リ
ン
で
の
油
田
操
業
会
社
サ
ハ
リ
ン
モ
ル
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
社
長
の
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ボ

グ
ダ
ン
チ
コ
フ
が
社
長
に
就
任
し
て
、
安
定
を
取
り
戻
し
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
主
要
な
大
規
模
油
田
と
し
て
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
フ
ョ
ー
ド
ロ
フ
油
田
、
サ
ハ
リ
ン

―
１
の
オ
ド
プ
ト
と
チ
ャ
イ
ヴ
ォ
油
田
が
あ
り
、
そ
の
他
サ
ハ
リ
ン
―
３
に
三
三
・
三
％
、
サ
ハ
リ
ン
―

４
、
５
に
五
一
％
の
権
益
を
有
し
て
い
る
な
ど
、
サ
ハ
リ
ン
で
強
固
な
基
盤
を
有
し
て
い
る
。

二
○
○
○
年
に
は
Ｐ
Ｓ
契
約
に
関
す
る
政
府
の
業
務
を
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
国
営
の
掘
削
会
社
で
あ
る
ザ

ル
ベ
ジ
ネ
フ
チ
が
代
行
す
る
と
い
う
決
定
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
Ｐ
Ｓ
契
約
を
所
管
す
る
こ
と
に
な
っ

た
グ
レ
フ
大
臣
率
い
る
経
済
発
展
貿
易
省
に
石
油
産
業
に
精
通
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
た
め
、
こ
の
二

つ
の
国
営
企
業
が
代
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
二
○
○
一
年
十
月
に
は
、
バ
レ
ン
ツ
海
の
シ
ュ
ト
ッ
ク
マ
ノ
フ
・
ガ
ス
田
、
プ
リ
ラ
ズ
ロ
ム
ノ

エ
油
田
、
そ
し
て
西
シ
ベ
リ
ア
の
ハ
ラ
ン
プ
ー
ル
等
の
油
田
を
操
業
す
る
た
め
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
の
ジ
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ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
「
セ
ブ
モ
ル
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
」
を
設
立
し
た
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
ロ
シ

ア
石
油
企
業
と
し
て
は
、
最
も
ガ
ス
埋
蔵
量
が
多
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
の
提

携
は
、
ガ
ス
埋
蔵
量
の
活
用
と
み
ら
れ
て
い
た
。

第
二
次
プ
ー
チ
ン
政
権
で
は
、
副
社
長
の
オ
ガ
ネ
シ
ア
ン
が
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
長

（
大
臣
級
）
に
抜
擢
さ
れ
た
ほ
か
、
大
統
領
府
副
長
官
イ
ー
ゴ
リ
・
セ
ー
チ
ン
が
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
会
長
に
就

任
す
る
な
ど
、
最
近
急
速
に
政
権
と
密
接
化
し
て
い
る
。

そ
し
て
二
○
○
四
年
十
月
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
株
式
一
○
○
％
を
国
営
の
ガ
ス
独
占
事
業
体
で
あ
る
ガ
ス
プ

ロ
ム
の
株
式
一
○
・
七
％
と
交
換
す
る
こ
と
で
、
政
府
系
同
士
の
企
業
が
合
併
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

新
会
社
名
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
ネ
フ
チ
、
社
長
は
ロ
ス
ネ
フ
チ
社
長
の
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
が
就
任
す
る
予
定
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
合
併
企
業
の
石
油
部
門
と
な
り
、
保
有
し
て
い
た
ガ
ス
資
産
は
ガ

ス
プ
ロ
ム
の
資
産
と
一
括
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
側
は
、
そ
の
活
動
分
野
を

石
油
部
門
ま
で
広
げ
る
こ
と
に
な
り
、
お
そ
ら
く
ロ
シ
ア
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
分
野
で
最
強
の
企
業
と
い

う
位
置
づ
け
に
な
ろ
う
。

た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
二
○
○
四
年
十
二
月
、
ユ
コ
ス
子
会
社
の
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ

フ
チ
ェ
ガ
ス
を
買
収
し
て
、
一
気
に
資
産
を
倍
加
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
合
併
作
業
の
進
捗
に
影
響
を
与
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え
て
い
る
。

ガ
ス
プ
ロ
ム

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
、
国
営
の
ガ
ス
の
独
占
事
業
体
で
あ
る
が
、
最
近
は
石
油
企
業
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
の
合
併

を
踏
ま
え
た
今
後
の
再
編
の
議
論
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
記
す
こ
と
と
す
る
。

本
来
、
ソ
連
時
代
の
ガ
ス
産
業
は
ガ
ス
工
業
省
が
所
管
し
て
い
た
が
、
一
九
八
九
年
九
月
に
石
油
工
業

省
と
合
体
し
て
石
油
ガ
ス
工
業
省
が
発
足
し
た
。
こ
の
時
、
ガ
ス
部
門
は
い
ち
早
く
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
「
ガ

ス
プ
ロ
ム
」
を
設
立
し
て
省
か
ら
分
離
し
、
ロ
シ
ア
連
邦
へ
の
移
行
期
に
あ
っ
て
も
石
油
部
門
の
よ
う
に

分
割
を
受
け
る
こ
と
な
く
一
体
化
を
維
持
し
た
。
九
二
年
十
二
月
に
は
株
式
会
社
と
な
っ
て
今
日
に
い
た

っ
て
い
る
。
現
在
の
政
府
シ
ェ
ア
は
三
九
・
三
％
、
外
国
株
主
の
シ
ェ
ア
は
一
一
・
五
％
で
、
そ
の
う
ち

六
・
五
％
は
ド
イ
ツ
の
イ
ー
オ
ン
＝
ル
ー
ル
ガ
ス
（E

.O
n=

R
uhrgas

）
の
も
の
で
あ
る
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
、
ロ
シ
ア
全
体
の
八
四
％
に
あ
た
る
三
三
・
四
兆
立
方

（
一
一
八
○
兆
立
方

）
の
確

認
ガ
ス
埋
蔵
量
を
有
す
る
世
界
最
大
の
ガ
ス
企
業
で
あ
り
、
国
家
の
税
収
の
二
五
％
を
ま
か
な
う
、
ロ
シ

ア
を
代
表
す
る
国
有
企
業
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ガ
ス
生
産
の
八
七
％
を
占
め
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
の

ガ
ス
生
産
量
の
六
三
％
は
国
内
市
場
向
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
収
入
の
二
二
％
に
す
ぎ
ず
、
欧
州
市
場

へ
輸
出
さ
れ
る
二
五
％
が
全
収
入
の
七
三
％
を
占
め
る
。
残
り
の
一
二
％
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
向
け
で
あ
る
。

第２章　ロシア・カスピ海諸国の石油と天然ガス開発の現状

115



一
九
九
○
年
代
、
ガ
ス
生
産
量
が
漸
減
傾
向
に
あ
り
、
新
規
ガ
ス
田
の
開
発
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い

こ
と
か
ら
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
対
し
て
は
、
国
内
の
批
判
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
経
営
陣
は
、
ヴ

ィ
ク
ト
ル
・
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
、
そ
し
て
レ
ム
・
ビ
ヤ
フ
レ
フ
を
頂
点
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ガ
ス
・

マ
フ
ィ
ア
人
脈
が
連
綿
と
続
い
て
い
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
内
部
的
な
問
題
が
噴
出
し
た
こ
と
か
ら
、
プ
ー

チ
ン
大
統
領
は
、
突
如
二
○
○
一
年
五
月
に
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
人
脈
に
連
な
る
前
エ
ネ
ル
ギ

ー
省
次
官
の
ア
レ
ク
セ
イ
・
ミ
レ
ル
を
新
社
長
に
指
名
し
て
経
営
の
刷
新
を
は
か
っ
た
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
こ
れ
ま
で
、
複
数
の
ロ
シ
ア
石
油
企
業
と
連
携
を
行
な
っ
て
き
た
。
ル
ク
オ
イ
ル
と
は
、

二
○
○
二
〜
二
○
○
五
年
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
両
ロ
シ
ア
ン
・
メ
ジ

ャ
ー
ズ
が
、
探
鉱
、
開
発
、
生
産
、
輸
送
、
石
油
・
ガ
ス
・
石
油
製
品
の
販
売
、
石
油
化
学
ま
で
す
べ
て

の
分
野
に
わ
た
っ
て
協
力
す
る
と
い
う
も
の
で
、
探
鉱
開
発
の
対
象
地
域
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
ヤ
マ
ロ
＝

ネ
ネ
ツ
、
テ
ィ
マ
ン=

ペ
チ
ョ
ラ
の
ネ
ネ
ツ
、
カ
ス
ピ
海
に
及
ぶ
。
ま
た
、
ウ
レ
ン
ゴ
イ
・
ガ
ス
田
の
深

部
ア
チ
モ
フ
層
の
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
（
天
然
ガ
ス
液
）
開
発
に
際
し
て
、
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
と
共

同
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

外
国
企
業
と
の
関
係
で
は
、
一
九
九
八
年
に
シ
ェ
ル
と
の
提
携
関
係
に
入
っ
た
。
両
社
は
、
二
○
○
一

年
に
生
産
が
開
始
さ
れ
た
西
シ
ベ
リ
ア
の
ザ
ポ
リ
ヤ
ル
ノ
エ
・
ガ
ス
田
の
深
部
油
層
の
開
発
で
協
力
す
る
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こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
ン
タ
ー
ス
ハ
ル
と
も
、
ウ
レ
ン
ゴ
イ
、
ナ
デ
ィ
ム
、
ヤ
ン

ブ
ル
グ
・
ガ
ス
田
を
対
象
に
商
業
化
ス
タ
デ
ィ
に
着
手
す
る
。
さ
ら
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
カ
ズ
ム
ナ
イ

ガ
ス
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
カ
ズ
ロ
ス
ガ
ス
の
設
立
に
関
し
て
、
二
○
○
二
年
十
一
月
に
、
ミ

レ
ル
社
長
が
カ
ズ
ム
ナ
イ
ガ
ス
の
チ
ム
ー
ル
・
ク
リ
バ
ー
エ
フ
副
社
長
（
ナ
ザ
ル
バ
ー
エ
フ
・
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
大
統
領
の
二
女
の
娘
婿
）
と
の
間
で
協
議
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
カ
ザ
フ
領
に
あ
る
カ
ラ
チ
ャ
ガ
ナ

ク
・
ガ
ス
田
の
ガ
ス
を
、
国
境
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
・
ガ
ス
田
の
ガ
ス
化
学
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
に
供
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ス
ラ
ブ
ネ
フ
チ

こ
の
会
社
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
に
あ
る
メ
ギ
オ
ン
油
田
を
操
業
す
る
メ
ギ
オ
ン
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
、
そ
し
て

モ
ス
ク
ワ
に
近
い
ヤ
ロ
ス
ラ
ブ
リ
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
製
油
所
を
統
合
し
て
、
一
九
九
四
年
に
設
立
さ
れ
た

も
の
で
、
ロ
シ
ア
政
府
が
七
四
・
九
五
％
を
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
政
府
が
一
○
・
八
三
％
の
株
式
を
保
有
し
て
い

た
。
残
り
一
五
％
は
民
間
セ
ク
タ
ー
が
所
有
す
る
が
、
う
ち
一
三
％
は
Ｔ
Ｎ
Ｋ
の
保
有
で
あ
る
。
原
油
生

産
の
主
力
は
メ
ギ
オ
ン
油
田
で
あ
り
、
二
○
○
一
年
の
生
産
高
は
ロ
シ
ア
第
八
位
の
一
四
九
二
万

、
対

前
年
比
五
・
八
％
の
伸
び
で
あ
っ
た
。

二
○
○
二
年
十
月
に
ロ
シ
ア
政
府
は
、
同
社
を
民
営
化
す
る
方
針
を
固
め
、
政
府
が
保
有
す
る
七
四
・
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九
五
％
の
全
ス
ラ
ブ
ネ
フ
チ
株
式
を
公
開
入
札
で
売
却
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
、
二
○
○
三
年
に
、

一
七
○
億

超
と
い
わ
れ
る
ロ
シ
ア
の
対
外
債
務
の
返
済
期
限
が
く
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
調
達
の
一
環
と

み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
ル
ク
オ
イ
ル
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
（
中
国
石
油
天
然
気
集
団
公
司
）
な
ど
も
当
初

名
乗
り
を
あ
げ
た
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
と
シ
ブ
ネ
フ
チ
の
共
同
出
資
会
社
が
、
一
八
億
六
○
○
○
万

で
落
札
し

た
。
た
だ
し
、
現
状
で
は
会
社
は
そ
の
ま
ま
存
続
し
て
、
事
業
を
継
続
し
て
お
り
、
石
油
生
産
統
計
も
ス

ラ
ブ
ネ
フ
チ
と
し
て
出
て
い
る
。

d

財
閥
系
企
業

Ｔ
Ｎ
Ｋ-

Ｂ
Ｐ

チ
ュ
メ
ニ
石
油
（
Ｔ
Ｎ
Ｋ
）
は
、
そ
も
そ
も
は
西
シ
ベ
リ
ア
の
ハ
ン
チ
＝
マ
ン
シ
ー
ス
ク
自
治
管
区
の
強

い
要
請
で
、
一
○
○
％
地
方
政
府
の
保
有
す
る
会
社
と
し
て
、
一
九
九
五
年
に
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

主
た
る
傘
下
企
業
は
、
ハ
ン
チ
＝
マ
ン
シ
ー
ス
ク
の
ニ
ジ
ネ
・
バ
ル
ト
フ
ス
ク
市
を
中
心
に
、
サ
モ
ト
ロ

ー
ル
油
田
な
ど
を
操
業
す
る
石
油
生
産
企
業
ニ
ジ
ネ
・
バ
ル
ト
フ
ス
ク
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
と
モ
ス
ク
ワ
近
郊

の
リ
ャ
ザ
ン
製
油
所
で
あ
る
。
政
府
株
は
九
八
年
、
九
九
年
に
公
開
さ
れ
、
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
（
五

○
％
）
と
米
国
の
ア
ク
セ
ス
＝
レ
ノ
バ
（
五
○
％
）
が
買
い
取
っ
た
。
Ｔ
Ｎ
Ｋ
は
、
オ
ナ
コ
、
コ
ン
ド
ペ
ト
ロ
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リ
ア
ム
、
シ
ダ
ン
コ
な
ど
に
買
収
攻
勢
を
か
け
、
ロ
シ
ア
第
四
位
の
石
油
企
業
と
な
っ
た
。
同
社
の
保
有

す
る
確
認
埋
蔵
量
は
九
四
億

で
、
そ
の
う
ち
七
○
％
は
依
然
と
し
て
サ
モ
ト
ロ
ー
ル
油
田
に
分
布
す
る

と
い
う
。
そ
し
て
、
同
社
の
原
油
生
産
の
九
割
弱
は
サ
モ
ト
ロ
ー
ル
油
田
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

二
○
○
三
年
九
月
か
ら
は
、
Ｂ
Ｐ
と
の
合
弁
会
社
Ｔ
Ｎ
Ｋ-

Ｂ
Ｐ
と
な
っ
た
。
Ｂ
Ｐ
は
サ
モ
ト
ロ
ー
ル

油
田
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
資
産
に
対
し
て
、
欧
米
技
術
に
よ
る
開
発
に
意
欲
的
で
あ
り
、
そ
の
成
果
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
四
年
六
月
の
Ｂ
Ｐ
全
体
の
決
算
で
は
、
一
八
％
の
生
産
量
の
伸
び
を
示
し
た
が
、

増
産
の
か
な
り
の
部
分
が
Ｔ
Ｎ
Ｋ-

Ｂ
Ｐ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
埋
蔵
量
資
産
に
い
ち
早
く

着
目
し
た
Ｂ
Ｐ
の
ジ
ョ
ン
･
ブ
ラ
ウ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）
の
着
眼
に
、
他
の
多
く
の
メ
ジ
ャ
ー

ズ
も
追
随
し
は
じ
め
て
い
る
。

シ
ブ
ネ
フ
チ

シ
ブ
ネ
フ
チ
は
、
当
初
、
一
九
九
五
年
に
ロ
ス
ネ
フ
チ
か
ら
石
油
生
産
企
業
ナ
ヤ
ブ
リ
ス
ク
ネ
フ
チ
ェ

ガ
ス
と
オ
ム
ス
ク
製
油
所
を
切
り
離
し
て
、
国
営
企
業
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
末
に
は
、

ロ
シ
ア
政
府
が
、
同
社
株
の
五
一
％
を
担
保
に
新
興
財
閥
の
ボ
リ
ス
・
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
か
ら
融
資
を
受

け
て
お
り
、
そ
の
後
こ
の
五
一
％
の
株
は
、
九
六
年
か
ら
九
七
年
に
か
け
て
売
却
さ
れ
て
、
会
社
は
民
営

化
さ
れ
た
。
株
式
は
、
当
時
同
社
の
モ
ス
ク
ワ
支
社
長
で
あ
っ
た
ロ
マ
ン
・
ア
ブ
ラ
モ
ー
ビ
ッ
チ
に
移
り
、
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実
質
的
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
現
在
エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
シ
ュ
ビ
ル
ド
レ
ル
が
同
社
代
表
と

な
っ
て
い
る
。

会
社
の
主
な
地
盤
は
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
ヤ
マ
ロ
＝
ネ
ネ
ツ
民
族
管
区
、
ハ
ン
チ
＝
マ
ン
シ
ー
ス
ク
自
治

管
区
に
あ
り
、
未
開
発
の
中
規
模
油
田
の
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
二
○
○
三
年
の
生
産
量
は
三
一
四

○
万

で
ロ
シ
ア
第
五
位
で
あ
る
。
前
年
か
ら
の
伸
び
率
は
一
九
・
二
％
と
、
依
然
と
し
て
ロ
シ
ア
企
業

の
な
か
で
最
も
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
同
社
は
、
ユ
コ
ス
と
同
様
に
米
国
の
シ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ジ
ェ

そ
し
て
ハ
リ
バ
ー
ト
ン
と
の
技
術
提
携
に
よ
り
、
記
録
的
な
増
産
を
実
現
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
特

に
水
圧
破
砕
法
と
水
平
掘
り
が
増
産
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

f

地
方
石
油
企
業

ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス

ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
は
、
一
九
九
三
年
の
三
月
に
設
立
さ
れ
た
一
連
の
垂
直
統
合
石
油
企
業
の

一
つ
で
あ
る
。
西
シ
ベ
リ
ア
の
オ
ビ
河
中
流
の
ハ
ン
チ
＝
マ
ン
シ
ー
ス
ク
自
治
管
区
に
あ
る
ス
ル
グ
ー
ト

市
を
拠
点
に
、
そ
れ
ま
で
も
現
地
生
産
企
業
と
し
て
活
動
し
て
い
た
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
を
中
心

に
、
キ
リ
シ
製
油
所
、
そ
し
て
十
余
り
の
石
油
販
売
会
社
が
こ
れ
に
参
加
し
た
。
社
長
の
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
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ル
・
ボ
グ
ダ
ノ
フ
は
生
粋
の
掘
削
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
、
事
業
の
ほ
と
ん
ど
を
ハ
ン
チ
＝
マ
ン
シ
ー
ス
ク
自
治

管
区
に
限
定
し
、
米
国
一
般
会
計
基
準
（
Ｇ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
の
導
入
を
拒
む
な
ど
、
手
堅
い
な
が
ら
も
や
や
外
国

嫌
い
な
体
質
と
い
わ
れ
て
き
た
。
二
○
○
三
年
の
生
産
量
は
ロ
シ
ア
第
三
位
の
五
四
○
○
万

で
、
前
年

同
期
比
九
・
七
％
の
伸
び
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
油
田
へ
の
継
続
的
な
投
資
の
賜
物
と
い
わ
れ
て
お
り
、

基
本
的
に
は
ロ
シ
ア
国
内
で
は
、
株
主
か
ら
高
い
評
価
を
勝
ち
得
て
い
た
。
た
だ
し
、
最
近
で
は
株
主
か

ら
事
業
地
域
の
拡
大
な
ど
を
求
め
ら
れ
、
批
判
も
出
は
じ
め
て
い
る
。

二
○
○
三
年
十
一
月
に
は
、
折
か
ら
ユ
コ
ス
事
件
に
連
動
し
て
、
東
シ
ベ
リ
ア
の
サ
ハ
共
和
国
南
西
部

に
あ
る
ユ
コ
ス
の
子
会
社
（
サ
ハ
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
の
さ
ら
に
子
会
社
）
で
あ
る
レ
ナ
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
の
保
有
す

る
タ
ラ
カ
ン
油
田
の
ラ
イ
セ
ン
ス
が
剥
奪
さ
れ
、
入
札
時
に
二
番
札
で
あ
っ
た
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ェ
ガ

ス
が
同
油
田
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
は
ハ
ン
チ
＝
マ
ン
シ
ー
ス
ク
だ
け
で
な

く
、
念
願
で
あ
っ
た
東
シ
ベ
リ
ア
で
の
探
鉱
事
業
の
拡
大
を
目
指
す
方
針
で
あ
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
、
ロ
ス

ネ
フ
チ
と
の
、
東
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
連
携
も
、
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
6
節

の
「
１
　
東
シ
ベ
リ
ア
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発
」
に
記
す
。

タ
ト
ネ
フ
チ

タ
ト
ネ
フ
チ
は
ヴ
ォ
ル
ガ
＝
ウ
ラ
ル
地
域
の
タ
タ
ー
ル
共
和
国
に
あ
る
地
方
石
油
企
業
で
、
タ
タ
ー
ル
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共
和
国
政
府
が
実
質
的
に
支
配
し
て
い
る
。
主
要
油
田
は
、
同
国
東
部
に
位
置
す
る
ロ
マ
シ
ュ
キ
ノ
油
田

で
、
一
九
六
○
年
代
の
い
わ
ゆ
る
「
第
２
バ
ク
ー
」
の
主
力
と
し
て
ソ
連
を
代
表
す
る
歴
史
的
な
存
在
で

あ
っ
た
。
現
在
の
事
業
は
、
主
と
し
て
同
油
田
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
現
在
も
同
共
和
国
の
六

○
％
を
生
産
し
て
い
る
。
生
産
量
は
横
ば
い
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
操
業
努
力
に
よ
り
、
か
ら
く
も
生
産
量

を
維
持
で
き
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
ロ
シ
ア
は
、「
タ
タ
ー
ル
の
く
び
き
」（
中
世
の
ロ
シ
ア
諸
公
国
に
対
す
る
キ
プ
チ
ャ
ク
・
ハ
ー
ン
国

の
間
接
支
配
）
の
下
に
辛
酸
を
舐
め
て
き
た
が
、
一
五
五
二
年
ロ
シ
ア
の
イ
ワ
ン
四
世
（
雷
帝
）
が
タ
タ
ー

ル
人
の
都
カ
ザ
ン
に
お
い
て
、
こ
れ
を
打
ち
破
っ
て
以
来
、
ロ
シ
ア
が
今
度
は
タ
タ
ー
ル
を
支
配
し
て
き

た
。
そ
し
て
ソ
連
時
代
に
お
い
て
も
ロ
シ
ア
人
の
タ
タ
ー
ル
人
に
対
す
る
警
戒
心
は
強
く
、
タ
タ
ー
ル
共

和
国
は
ソ
連
時
代
、
足
元
の
地
下
に
ロ
マ
シ
ュ
キ
ノ
と
い
う
超
巨
大
油
田
が
あ
り
な
が
ら
も
、
製
油
所
を

も
つ
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
自
ら
生
産
し
た
原
油
は
域
外
の
製
油
所
で
精
製
さ
れ
、
し
か
る
後
、
石

油
製
品
と
し
て
輸
入
す
る
と
い
う
体
制
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
ソ
連
邦
崩
壊
後
は
、
ニ
ジ
ュ
ネ
カ
ム

ス
ク
に
タ
ト
ネ
フ
チ
の
製
油
所
が
建
設
さ
れ
、
共
和
国
と
し
て
石
油
製
品
は
自
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

バ
シ
ュ
ネ
フ
チ

同
社
は
、
ヴ
ォ
ル
ガ
＝
ウ
ラ
ル
地
域
の
バ
シ
ュ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
に
あ
る
地
方
石
油
企
業
で
あ
る
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が
、
同
国
内
で
の
油
田
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
タ
ト
ネ
フ
チ
と
同
様
に
生
産
量
は
横
ば
い
で
あ
る
。
現
在

は
、
自
国
以
外
に
ハ
ン
チ
＝
マ
ン
シ
ー
ス
ク
自
治
管
区
や
近
隣
の
ウ
ド
ム
ル
ト
共
和
国
で
新
規
の
探
鉱
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

３
　
ユ
コ
ス
・
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
事
件
の
意
味
す
る
も
の

a

ユ
コ
ス
問
題
と
は
？

ユ
コ
ス
問
題
は
、
二
○
○
三
年
か
ら
二
○
○
四
年
に
か
け
て
ロ
シ
ア
に
お
け
る
最
大
の
ニ
ュ
ー
ス
で
あ

り
、
欧
米
の
報
道
は
、
こ
の
事
件
は
プ
ー
チ
ン
政
権
に
よ
る
法
の
恣
意
的
適
用
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
強

権
的
な
姿
勢
は
権
威
主
義
の
復
活
に
ほ
か
な
ら
ず
、
外
国
か
ら
の
投
資
を
躊
躇
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
の

ト
ー
ン
で
一
致
し
て
い
た
。

し
か
し
、
欧
米
社
会
の
懸
念
を
よ
そ
に
、
二
○
○
三
年
十
月
の
ユ
コ
ス
社
長
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
（
当

時
）
の
逮
捕
後
に
行
な
わ
れ
た
十
二
月
七
日
の
ロ
シ
ア
下
院
議
員
選
挙
で
は
、「
祖
国
ロ
シ
ア
」
を
は
じ
め

と
す
る
与
党
が
、
全
議
席
四
五
○
の
う
ち
、
三
分
の
二
を
超
え
る
三
○
五
議
席
を
獲
得
し
た
。
続
く
二
○

○
四
年
三
月
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
プ
ー
チ
ン
は
七
二
％
の
得
票
率
と
い
う
圧
倒
的
な
支
持
で
再
選
さ
れ
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た
。
国
際
世
論
と
は
裏
腹
に
、
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
逮
捕
と
い
う
事
件
は
、
多
く
の
ロ
シ
ア
国
民
に
と
っ

て
は
、
久
々
に
溜
飲
の
下
が
る
「
政
治
的
ス
ポ
ー
ツ
」
で
あ
り
、
国
民
感
情
を
的
確
に
読
み
き
っ
た
政
権

側
が
、
そ
の
直
後
の
選
挙
で
圧
勝
し
た
と
い
う
の
が
、
基
本
的
な
図
式
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
の
下
院
議
員
選
挙
前
の
世
論
調
査
で
は
、「
統
一
ロ
シ
ア
」
の
支
持
率
は
二
三
％
に
す
ぎ
ず
、
共

産
党
（
二
○
％
）、
右
派
連
合
（
五
％
）、
ヤ
ー
ブ
ロ
コ
（
三
％
）
を
合
わ
せ
た
野
党
連
合
に
及
ば
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
は
、
そ
の
頃
議
会
工
作
に
力
を
入
れ
、
Ｐ
Ｓ
法
の
事
実
上
の
廃
止
な
ど
、

自
ら
の
主
張
を
議
会
の
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
を
通
じ
て
実
現
さ
せ
て
き
た
。
こ
の
野
党
三
党
は
い
ず
れ
も
ホ
ド

ル
コ
フ
ス
キ
ー
か
ら
政
治
献
金
を
受
け
て
お
り
、
プ
ー
チ
ン
政
権
と
の
対
立
色
が
に
わ
か
に
強
ま
っ
て
き

て
い
た
。
共
産
党
と
右
派
連
合
や
ヤ
ー
ブ
ロ
コ
に
同
時
に
政
治
献
金
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
目
的
が
「
統

一
ロ
シ
ア
」
の
追
い
落
と
し
に
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

二
○
○
三
年
六
月
、
民
間
の
「
国
家
安
全
評
議
会
」
と
称
す
る
団
体
が
、
オ
リ
ガ
ル
ヒ
（
新
興
財
閥
）、
具

体
的
に
は
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
ら
に
よ
る
首
相
職
権
限
の
拡
大
、
す
な
わ
ち
大
統
領
権
限
の
抑
制
を
目
指

し
た
政
界
工
作
の
動
き
の
あ
る
こ
と
を
、
政
権
内
部
に
対
し
て
報
告
し
、
こ
れ
が
政
権
側
に
ユ
コ
ス
と
の

対
決
を
決
意
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
政
権
側
は
翌
七
月
に
、
ユ
コ
ス
主
要
株
主
の
一

人
で
、
ユ
コ
ス
社
と
関
係
の
深
い
メ
ナ
テ
ッ
プ
銀
行
会
長
の
プ
ラ
ト
ン
・
レ
ベ
ー
ジ
ェ
フ
の
逮
捕
に
踏
み
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切
っ
た
。
こ
う
し
て
、
政
権
と
ユ
コ
ス
と
の
長
い
確
執
は
、
刑
事
事
件
へ
と
様
相
を
変
え
て
、
緊
張
を
孕

ん
だ
政
治
的
な
闘
争
へ
と
一
気
に
そ
の
舞
台
を
移
し
て
い
っ
た
。

「
ユ
コ
ス
問
題
」
と
は
、「
ユ
コ
ス
株
主
の
問
題
」
で
あ
る
。
技
術
革
新
と
経
営
の
近
代
化
を
な
し
と
げ

た
ロ
シ
ア
を
代
表
す
る
優
良
石
油
企
業
ユ
コ
ス
が
か
か
え
て
い
る
問
題
で
は
な
い
。
プ
ー
チ
ン
政
権
の
狙

い
は
、
こ
の
株
主
で
あ
る
オ
リ
ガ
ル
ヒ
の
問
題
の
解
決
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
オ
リ
ガ
ル
ヒ
た
ち
は
一
九
九

二
年
の
「
民
営
化
」
以
降
、
ロ
シ
ア
経
済
の
実
権
を
握
っ
て
き
た
が
、
そ
の
な
か
で
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー

は
徐
々
に
政
界
へ
の
影
響
力
を
強
め
、
政
権
と
の
対
立
色
を
強
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
の
一
般

国
民
は
、
彼
ら
の
財
力
に
正
統
性
が
あ
る
と
は
み
な
し
て
は
お
ら
ず
、
オ
リ
ガ
ル
ヒ
は
「
民
営
化
」
の
不

透
明
な
プ
ロ
セ
ス
で
巨
大
な
利
益
を
得
た
一
団
と
み
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
プ
ラ
イ
バ
テ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は

「
民
営
化
」
で
は
な
く
、
国
有
財
産
の
「
私
物
化
（
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）」
で
あ
る
と
公
然
と
さ
さ
や

か
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
か
ら
の
民
営
化
で
物
価
は
二
六
倍
に
高
騰
し
た
。
ジ
グ
リ
の
自
家
用
車
が
買
い
た
く
て
こ

つ
こ
つ
貯
金
を
し
て
い
た
市
民
は
、
目
の
前
で
自
分
の
預
金
が
紙
屑
同
然
に
な
る
の
を
呆
然
と
見
る
し
か

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
急
に
台
頭
し
て
き
た
妙
に
羽
振
り
の
良
い
連
中
に
対
し
て
、
一
般
の
人
々
の
感
情

は
屈
折
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
石
油
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
企
業
の
活
性
化
を
よ
そ
に
、
貧
富
の
差
は
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拡
大
し
て
お
り
、
国
民
の
七
○
％
は
九
○
年
代
の
「
民
営
化
」
を
失
敗
と
感
じ
て
き
た
。

s

ユ
コ
ス
事
件
の
影
響

ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
逮
捕
に
い
た
る
動
き
は
二
○
○
三
年
夏
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
二
○
○
四
年
に
な

る
と
、
ユ
コ
ス
に
対
す
る
追
徴
課
税
と
い
う
形
で
、
政
権
側
は
追
い
討
ち
を
か
け
て
、
最
大
の
資
産
で
あ

る
西
シ
ベ
リ
ア
の
石
油
生
産
企
業
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
の
売
却
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
。

以
下
、
こ
の
一
年
半
の
動
き
を
時
系
列
に
ま
と
め
る
。

126

６
月：

「
国
家
安
全
評
議
会
」
に
よ
る
オ
リ
ガ
ル
ヒ
の
活
動
に
関
す
る
報
告
。

７
月
２
日：

メ
ナ
テ
ッ
プ
銀
行
会
長
レ
ベ
ー
ジ
ェ
フ
を
横
領
で
逮
捕
。

10
月
17
日：

シ
ャ
フ
ノ
フ
ス
キ
ー
・
ユ
コ
ス
モ
ス
ク
ワ
社
長
を
脱
税
で
起
訴
。

10
月
25
日：

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
へ
向
か
う
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
の
自
家
用
機
が
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
ノ
ボ
シ
ビ

ル
ス
ク
の
空
港
に
て
途
中
給
油
時
に
拘
束
さ
れ
る
。
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
は
モ
ス
ク
ワ
に
移
送
さ

れ
た
後
逮
捕
。
容
疑
は
、
詐
欺
、
裁
判
所
決
定
の
不
履
行
、
個
人
に
よ
る
脱
税
、
組
織
に
よ
る
脱

税
、
公
文
書
偽
造
、
公
金
使
い
込
み
、
他
人
の
財
産
侵
害
の
七
件
で
、
国
家
に
対
し
て
与
え
た
損
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害
は
一
○
億

と
さ
れ
る
。

10
月
30
日：

最
高
検
察
庁
が
投
資
銀
行
「
ト
ラ
ス
ト
」
を
急
襲
し
、
口
座
に
保
管
中
の
グ
ル
ー
プ
・
メ
ナ
テ

ッ
プ
の
保
有
す
る
ユ
コ
ス
株
式
四
四
・
一
％
を
差
押
さ
え
（
翌
日
、
最
高
検
察
庁
は
上
記
の
四
・

六
％
は
解
除
。
三
九
・
五
％
を
差
押
さ
え
）。
ユ
コ
ス
に
近
い
と
い
わ
れ
る
ボ
ロ
ー
シ
ン
大
統
領
府

長
官
を
更
迭
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
府
第
一
副
長
官
を
後
任
に
。

11
月
３
日：

ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
が
ユ
コ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
辞
任
を
表
明
。
翌
日
、
米
国
籍
ロ
シ
ア
人
の
セ
ミ
ヨ

ン
・
ク
ー
ケ
ス
（
元
Ｔ
Ｎ
Ｋ
社
長
）
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
。

12
月
７
日：
ロ
シ
ア
下
院
議
員
選
挙
。「
祖
国
ロ
シ
ア
」
を
は
じ
め
と
す
る
与
党
が
三
○
五
議
席
で
圧
勝
。

12
月
９
日：

ユ
コ
ス
と
シ
ブ
ネ
フ
チ
の
合
併
が
白
紙
撤
回
。

３
月
15
日：

プ
ー
チ
ン
大
統
領
再
選
。
得
票
率
七
二
％
。

４
月
15
日：

ロ
税
務
省
は
モ
ス
ク
ワ
調
停
裁
判
所
に
二
○
○
○
年
分
九
九
四
億
ル
ー
ブ
ル
の
追
徴
課
税
支

払
い
の
訴
状
を
提
出
。

５
月
７
日：

モ
ス
ク
ワ
調
停
裁
判
所
が
、
ユ
コ
ス
の
脱
税
容
疑
で
公
判
開
始
。

５
月
26
日：

モ
ス
ク
ワ
調
停
裁
判
所
が
、
ユ
コ
ス
に
九
九
○
億
ル
ー
ブ
ル
の
支
払
い
命
令
。

６
月
17
日：

プ
ー
チ
ン
大
統
領
、「
ユ
コ
ス
の
破
産
を
希
望
せ
ず
」
と
の
発
言
。

６
月
24
日：

ゲ
ラ
シ
チ
ェ
ン
コ
元
中
銀
総
裁
が
ユ
コ
ス
会
長
就
任
。
社
長
（
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
に
ス
チ
ー
ブ

2004年 2003年
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ン
・
シ
ー
ド
。
ク
ー
ケ
ス
会
長
兼
社
長
は
解
任
。

６
月
29
日：

控
訴
審
判
決
。
ユ
コ
ス
へ
の
追
徴
課
税
確
定
。

７
月
１
日：

控
訴
審
判
決
に
拠
り
、
裁
判
所
が
ユ
コ
ス
に
対
し
五
日
以
内
に
三
四
億

の
支
払
い
命
令
。

ロ
税
務
省
、
ユ
コ
ス
に
対
し
て
二
○
○
一
年
分
九
八
○
億
ル
ー
ブ
ル
（
三
三
・
八
億

）
の
追
徴
課

税
を
通
知
。
国
内
銀
行
口
座
を
凍
結
。

７
月
３
日：

ロ
検
察
、
警
察
特
殊
部
隊
が
ユ
コ
ス
本
社
を
捜
索
。

７
月
８
日：

ユ
コ
ス
に
よ
る
自
発
的
な
支
払
い
期
限
。
Ｗ
Ｔ
Ｉ
（
ウ
エ
ス
ト
・
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ミ

デ
ィ
エ
イ
ト
）
が
バ
レ
ル
当
た
り
四
○
ド
ル
を
超
え
る
。

７
月
９
日：

法
務
省
執
行
局
は
追
徴
課
税
分
九
九
四
億
ル
ー
ブ
ル
取
り
立
て
の
強
制
手
続
き
に
着
手
。

７
月
14
日：

ロ
法
務
省
は
ユ
コ
ス
の
石
油
生
産
子
会
社
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
、
サ
マ
ラ
ネ
フ
チ
ェ

ガ
ス
、
ト
ム
ス
ク
ネ
フ
チ
、
東
部
石
油
の
株
式
・
文
書
の
差
押
さ
え
。

７
月
15
日：

ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
前
ユ
コ
ス
社
長
、
レ
ベ
ー
ジ
ェ
フ
・
メ
ナ
テ
ッ
プ
銀
行
会
長
に
対
す
る

脱
税
・
詐
欺
事
件
の
公
判
開
始
（
シ
ャ
メ
ン
ス
キ
ー
地
区
裁
判
所
）。

７
月
20
日：

ロ
法
務
省
は
ユ
コ
ス
全
体
の
生
産
量
の
六
○
％
を
占
め
る
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
の
株

式
を
売
却
す
る
方
針
を
公
表
。
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
で
Ｗ
Ｔ
Ｉ
八
月
先
物
が
バ
レ
ル
四
二

へ
。

７
月
28
日：

ユ
コ
ス
が
チ
ャ
イ
カ
法
務
大
臣
に
宛
て
た
書
簡
を
ユ
コ
ス
側
が
公
開
し
、
ユ
コ
ス
の
子
会
社
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が
資
産
を
処
分
・
変
更
す
る
こ
と
を
た
だ
ち
に
停
止
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
傘
下
企

業
は
、
原
油
の
生
産
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と
を
表
明
。
こ
れ
を
受
け
、
Ｗ
Ｔ
Ｉ
は
バ

レ
ル
四
三

へ
高
騰
。

７
月
29
日：

法
務
省
強
制
執
行
吏
は
、
傘
下
子
会
社
の
資
産
凍
結
は
あ
る
も
、
石
油
生
産
・
販
売
は
可
能

と
通
告
。

８
月
３
日：

税
務
省
は
、
ユ
コ
ス
の
二
○
○
二
年
分
の
納
税
調
査
を
開
始
。

10
月
12
日：
ロ
法
務
省
は
、
ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
の
売
却
方
針
発
表
。
評
価
額
一
○
四
億
ド
ル
。

11
月
19
日：
ロ
連
邦
資
産
基
金
は
、
同
社
普
通
株
で
あ
る
七
六
・
七
九
％
の
株
式
を
競
売
す
る
方
針
。
開

始
額
は
八
八
・
五
億
ド
ル
。

12
月
14
日：

ユ
コ
ス
は
、
テ
キ
サ
ス
の
連
邦
破
産
裁
判
所
に
、
米
連
邦
破
産
法
第
11
条
に
基
づ
く
破
産
措

置
適
用
申
請
。

12
月
16
日：

同
裁
判
所
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
米
欧
の
金
融
機
関
に
対
し
、
競
売
不
参
加
命
令
。

12
月
19
日：

競
売
実
施
。
バ
イ
カ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
グ
ル
ー
プ
が
九
三
・
五
億
ド
ル
で
落
札
。

12
月
23
日：

バ
イ
カ
ル
社
を
ロ
ス
ネ
フ
チ
が
買
収
。

12
月
31
日：

ユ
ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
社
長
に
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
傘
下
の
プ
ル
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
社
長
の
ブ

ル
バ
就
任
。
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最
終
的
に
ユ
コ
ス
に
対
す
る
追
徴
課
税
は
、
二
○
○
○
年
が
三
四
・
四
億

、
二
○
○
一
年
が
四
一
・
五

億

、
二
○
○
二
年
が
六
七
億

、
二
○
○
三
年
が
五
九
億

、
合
計
で
二
○
二
億

、
ま
た
子
会
社
ユ

ガ
ン
ス
ク
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
に
対
し
て
二
○
○
一
、
二
○
○
二
年
で
三
四
億

、
そ
の
他
も
合
わ
せ
る
と
ユ

コ
ス
グ
ル
ー
プ
全
体
で
二
五
五
億

と
い
う
規
模
に
な
っ
た
（
一
部
報
道
で
は
二
七
五
億

）。
こ
れ
に
よ

り
、
ユ
コ
ス
は
、
資
産
と
西
シ
ベ
リ
ア
な
ど
に
あ
る
系
列
の
石
油
生
産
企
業
を
順
次
売
却
し
て
対
応
す
る

し
か
な
い
が
、
ユ
コ
ス
は
追
徴
課
税
を
払
い
き
れ
ず
に
倒
産
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ユ
コ
ス
本
社
は
管
理
部
門
に
す
ぎ
ず
、
現
場
の
石
油
生
産
企
業
が
他
社
の
手
に
渡
っ
た
場
合

で
も
、
収
益
の
源
泉
で
あ
る
生
産
井
の
機
能
を
あ
え
て
停
止
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
特
に
水
を
伴

っ
て
石
油
を
生
産
す
る
井
戸
で
は
、
石
油
生
産
の
停
止
は
技
術
的
に
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ユ
コ

ス
の
倒
産
が
あ
っ
て
も
、
失
業
し
た
ユ
コ
ス
社
員
一
○
万
人
が
巷
に
溢
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ユ
コ
ス
系

列
の
企
業
の
所
有
が
他
に
移
転
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
操
業
現
場
で
あ
る
各
石
油
生
産
企
業
は
他
の
垂
直
統

合
企
業
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
活
動
は
維
持
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

二
○
○
四
年
の
七
月
末
、
ユ
コ
ス
社
が
原
油
生
産
の
停
止
に
言
及
し
た
が
、
こ
れ
は
ユ
コ
ス
に
よ
る
当

局
や
世
論
に
対
す
る
脅
し
に
す
ぎ
な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
商
品
取
引
所
（
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
）
が
た
だ
ち
に
反
応

し
て
、
油
価
を
大
き
く
押
し
上
げ
る
局
面
が
あ
っ
た
が
、
石
油
人
が
こ
の
件
に
つ
い
て
、
操
業
の
実
態
に
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照
ら
し
て
ま
っ
た
く
の
ナ
ン
セ
ン
ス
と
み
な
し
て
い
る
一
方
で
、
市
場
の
非
当
業
者
た
ち
が
過
剰
に
反
応

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ユ
コ
ス
問
題
が
国
際
的
に
報
道
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
で

取
り
引
き
さ
れ
る
ウ
エ
ス
ト
・
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト（
Ｗ
Ｔ
Ｉ
）の
原
油
価
格
は
急
騰
し
、

四
五

を
超
え
る
勢
い
と
な
り
、
二
○
○
四
年
十
月
二
十
五
日
に
は
、
五
五
・
六
七

と
い
う
歴
史
的
高

値
を
付
け
た
。
ロ
シ
ア
の
石
油
産
業
の
実
態
を
踏
ま
え
れ
ば
、
国
際
石
油
市
場
の
狼
狽
ぶ
り
は
的
外
れ
と

い
え
る
が
、
多
く
の
一
般
投
資
家
に
と
っ
て
は
ロ
シ
ア
は
馴
染
み
の
薄
い
世
界
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
を

絶
好
の
取
引
材
料
と
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。
同
様
に
、
モ
ス
ク
ワ
の
証
券
市
場
で
も
、
ユ
コ
ス
株
は

乱
高
下
し
た
。
ユ
コ
ス
側
か
ら
も
、
政
府
側
か
ら
も
定
期
的
に
相
反
す
る
情
報
が
リ
ー
ク
さ
れ
て
お
り
、

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
疑
い
が
も
た
れ
て
い
る
。
ユ
コ
ス
問
題
は
、
本
質
を
離
れ
て
増
幅
さ
れ
、
国
際
的

な
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
に
投
げ
込
ま
れ
た
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
現
場
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、
油
田
の
所
有
が
移
転
す
る
に
す
ぎ
な
い
に
し
て
も
、
積
極
的
に
欧

米
の
石
油
技
術
の
導
入
に
努
め
て
き
た
石
油
生
産
企
業
が
、
仮
に
ロ
シ
ア
技
術
を
墨
守
す
る
石
油
会
社
に

接
収
さ
れ
た
場
合
、
技
術
政
策
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
を
き
た
す
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
ロ
シ
ア
の
石
油

産
業
は
依
然
と
し
て
、
企
業
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
政
策
が
混
在
し
て
い
る
段
階
に
あ
り
、
石
油
業

界
の
再
編
に
あ
た
っ
て
の
大
き
な
障
害
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
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な
お
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
し
て
は
、
バ
イ
カ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
グ
ル
ー
プ
の
買
収
に
要
し
た
短
期
資

金
を
、
さ
ら
に
中
国
の
石
油
天
然
気
集
団
公
司
（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
か
ら
借
り
代
え
る
こ
と
で
二
○
○
五
年
一
月

現
在
交
渉
中
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
か
ら
二
○
一
○
年
ま
で
に
三
・
五
五
億

の

原
油
を
輸
入
す
る
見
返
り
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
購
入
代
金
と
し
て
六
○
億

を
先
払
い
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

d

ガ
イ
ダ
ル
、
チ
ュ
バ
イ
ス
ら
の
実
施
し
た
民
営
化
に
対
す
る
評
価

ユ
コ
ス
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
一
九
九
三
年
四
月
に
ル
ク
オ
イ
ル
や
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ェ
ガ

ス
と
と
も
に
、
垂
直
統
合
企
業
と
し
て
出
発
し
な
が
ら
、
ユ
コ
ス
や
シ
ブ
ネ
フ
チ
等
の
み
が
オ
リ
ガ
ル
ヒ

支
配
の
石
油
企
業
に
な
っ
て
い
っ
た
経
緯
を
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
プ
ー
チ
ン

政
権
の
一
見
不
公
平
と
も
い
え
る
、
ユ
コ
ス
潰
し
に
関
わ
っ
て
い
る
。

ソ
連
邦
崩
壊
後
の
「
民
営
化
」
は
、
ガ
イ
ダ
ル
大
統
領
顧
問
、
チ
ュ
バ
イ
ス
民
営
化
担
当
相
（
現
統
一
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
総
裁
）
ら
が
推
進
し
た
。
第
一
段
階
は
一
九
九
二
年
八
月
か
ら
九
四
年
六
月
ま
で
、
価

格
の
自
由
化
、
国
民
へ
の
国
営
会
社
株
券
受
取
用
小
切
手
「
バ
ウ
チ
ャ
ー
」
の
発
行
に
よ
る
民
営
化
な
ど

の
、
い
わ
ゆ
る
「
シ
ョ
ッ
ク
療
法
」
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
再
共
産
化
を
阻
止
す
る
こ
と
を
最
大
の
目
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的
と
し
た
経
済
改
革
で
あ
る
が
、
九
二
年
に
は
物
価
が
二
六
倍
に
な
る
な
ど
多
く
の
弊
害
を
招
き
、
特
に

年
金
生
活
者
の
困
窮
を
招
い
た
。

第
二
段
階
が
、
一
九
九
五
年
に
実
施
さ
れ
た
政
府
株
式
担
保
の
借
金
（
ロ
ー
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
シ
ェ
ア
ー

ズ
）
で
、
大
規
模
企
業
の
政
府
保
有
株
を
担
保
に
政
府
が
融
資
を
受
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

共
産
党
が
再
び
支
持
を
高
め
る
な
か
で
、
九
六
年
の
大
統
領
選
で
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
再
選
を
実
現
す
る
こ
と

も
隠
れ
た
目
的
で
あ
っ
た
。
ユ
コ
ス
や
シ
ブ
ネ
フ
チ
な
ど
の
垂
直
統
合
型
石
油
企
業
が
銀
行
傘
下
へ
移
っ

た
の
は
こ
の
時
で
、
メ
ナ
テ
ッ
プ
銀
行
は
ユ
コ
ス
の
株
式
を
三
億

で
取
得
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ユ

コ
ス
株
が
最
も
高
い
水
準
に
あ
っ
た
二
○
○
三
年
七
月
頃
の
時
価
総
額
は
三
○
○
億

に
達
し
た
と
い
わ

れ
て
お
り
、
八
年
間
で
一
○
○
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
九
九
七
年
一
月
の
段
階
で
、
民
営
化
企
業
は
ロ
シ
ア
全
体
の
七
五
％
、
労
働
人
口
の
八
○
％
に
拡
大

し
、
ボ
リ
ス
・
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
は
、
七
人
の
オ
リ
ガ
ル
ヒ
が
ロ
シ
ア
の
富
の
五
○
％
を
支
配
し
て
い
る

と
豪
語
し
た
。
七
人
の
オ
リ
ガ
ル
ヒ
と
は
、
ロ
マ
ン
･
ア
ブ
ラ
モ
ー
ビ
ッ
チ
（
シ
ブ
ネ
フ
チ
の
筆
頭
株
主
）、

ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
（
ア
ル
フ
ァ
グ
ル
ー
プ
）、
ミ
ハ
イ
ル
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（
ア
ル
フ
ァ
グ
ル
ー
プ
）、

ボ
リ
ス
・
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
（
テ
レ
ビ
局
Ｏ
Ｒ
Ｔ
保
有
・
亡
命
中
）、
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
グ
シ
ン
ス
キ
ー
（
モ

ス
ト
グ
ル
ー
プ
総
裁
・
亡
命
中
）、
ミ
ハ
イ
ル
・
ホ
ド
ル
コ
フ
ス
キ
ー
（
元
ユ
コ
ス
社
長
・
拘
留
中
）、
ウ
ラ
ジ
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ミ
ー
ル
・
ポ
タ
ー
ニ
ン
（
イ
ン
テ
ル
ロ
ス
＝
ネ
オ
ク
シ
ム
バ
ン
ク
総
裁
）
で
、
こ
の
う
ち
六
人
が
ユ
ダ
ヤ
系
、

ロ
シ
ア
系
は
ポ
タ
ー
ニ
ン
の
み
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
の
国
内
世
論
調
査
で
、
チ
ュ
バ
イ
ス
ら
の
行
な
っ
た
「
民
営
化
」
政
策
に
つ
い
て
、
国
民

の
七
○
％
が
悪
影
響
が
あ
っ
た
と
答
え
て
い
る
。
ユ
コ
ス
に
対
す
る
政
権
の
厳
し
い
追
及
は
、
九
○
年
代

の
民
営
化
に
よ
る
富
に
つ
い
て
、
議
会
工
作
な
ど
の
政
治
利
用
は
許
さ
な
い
と
い
う
総
括
で
あ
り
、
二
○

○
三
年
十
二
月
の
下
院
選
挙
、
二
○
○
四
年
三
月
の
大
統
領
選
挙
は
、
こ
れ
に
対
す
る
一
般
国
民
の
賛
意

の
現
れ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
二
○
○
三
年
十
二
月
の
下
院
選
挙
で
チ
ュ
バ
イ
ス
は
、

共
に
民
営
化
政
策
を
進
め
た
同
僚
の
ネ
ム
ツ
ォ
フ
（
元
第
一
副
首
相
）
と
と
も
に
議
席
を
失
っ
た
。

5

ロ
シ
ア
に
お
け
る
石
油
精
製
の
現
状

二
○
○
三
年
の
ロ
シ
ア
の
原
油
生
産
は
、
四
億
二
一
三
○
万

で
、
そ
の
う
ち
二
億
二
六
七
○
万

が

原
油
で
輸
出
さ
れ
、
国
内
で
精
製
さ
れ
た
の
は
一
億
九
四
三
○
万

で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
約
三

分
の
一
が
、
製
品
と
し
て
輸
出
に
ま
わ
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
石
油
産
業
構
造
は
、
基
本
的
に
原
油
生
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産
（
上
流
）
部
門
で
利
益
を
上
げ
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
精
製
（
下
流
）
部
門
は
収
益
源
と
し
て
、
十
分

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
当
然
、
ロ
シ
ア
産
の
石
油
製
品
の
品
質
の
問
題
も
か
ら
ん
で
い

る
。
原
油
の
内
外
価
格
差
も
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
石
油
各
社
は
、
当
面
は
原
油
の
輸
出
に
傾
注
し
て
い
て
、

国
内
で
の
石
油
製
品
供
給
の
設
備
を
更
新
す
る
動
き
は
あ
ま
り
な
い
。

ロ
シ
ア
全
体
に
は
、
二
七
の
製
油
所
が
あ
り
（
表
10
）、一
九
九
九
年
時
点
で
、
そ
の
精
製
能
力
は
二
億
九

六
○
○
万
（
約
六
○
○
万

／
日
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
二
○
○
三
年
の
時
点
で
そ
の
稼
働
率
は
六
六
％
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
九
○
年
の
八
七
・
五
％
と
比
較
し
て
も
著
し
く
低
い
﹇R

udin
2004

﹈。

表
10
の
な
か
で
、
第
１
世
代
と
し
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
〜
大
戦
中
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
製

油
所
で
、
全
部
で
一
二
カ
所
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
精
製
能
力
が
年
間
一
○
万

以
下
の
小
規
模

な
も
の
で
、
老
朽
化
し
て
お
り
、
能
力
的
に
は
低
い
ま
ま
で
あ
る
。
な
か
で
も
極
東
の
コ
ム
ソ
モ
ル
ス
ク

と
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
さ
な
か
、
サ
ハ
リ
ン
原
油
の
精
製
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

第
２
世
代
は
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
「
標
準
型
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
一
九

六
五
年
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
全
部
で
九
カ
所
あ
る
。
能
力
的
に
も
年
産
一
五
万

ク
ラ
ス
と
な

り
、
当
時
の
主
力
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
ア
ン
ガ
ル
ス
ク
の
製
油
所
は
、
そ
の
後
ユ
コ
ス
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能力 白油化
石油会社 製油所 （100万 率 備　考

トン） （%）

ウフタ 5.8 40 第１世代
ペルミネフチェオル 14.2 74.7グシンテス
ボルゴグラード 9.4 78.2
ニジネゴロド 第３世代
モスクワ 第１世代

ノボクイビシェフ 15.3 51.6 第２世代
サマラ（クイビシェフ） 7.3 56.9 第１世代
スイズラン 10.6 49.2
アチンスク 6.96 57.9 最新設備
アンガルスク 24.68 57.9 最新設備

コムソモルスク 5.8 46.6 第１世代
アフィプスキー 1.45 81.7
ツアプセ 2.75 51.5

ノボヤロスラブリ 15.6 57.1 第３世代
メンデレーエフ記念 2.0 35.2
モジーリ（ベラルーシ） 5.0 －

リャザン 18.0 54.6
サラトフ 10.0 －

ハバロフスク 4.7 第１世代

オムスク 16.5 74.6 最新設備

キリシ 19.3 45.7 第３世代

ニジュネカムスク 7.0 － タタール共和国で初

サラヴァト 11.1 62.1 第２世代

ノボウファ 17.7 63.8 第２世代
ウファ 12.5 55.5 第２世代

オルスク 7.9 57.8 第１世代

（他製油所も含む） 296

ルクオイル

ユ コ ス

ロスネフチ

スラブネフチ

T N K-B P

シ ダ ン コ

シブネフチ

スルグート
ネフチェガス

タトネフチ

バシュネフチ

バシュネフチヒム

オ ナ コ

合 計

表10 ロシアの主要な製油所（1999年時点）

（出所）筆者作成。
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の
所
有
と
な
っ
て
大
幅
な
改
造
が
行
な
わ

れ
、
最
新
設
備
と
な
っ
た
。
第
３
世
代
は
、

六
○
年
代
以
降
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
世
代
が
後
に
な
る
ほ
ど
、
白
油
化
率

（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽
油
な
ど
の
「
し
ろ
も

の
」
の
取
れ
る
比
率
）
が
上
が
っ
て
く
る

（
二
五
九
ペ
ー
ジ
付
録
参
照
）。

ロ
シ
ア
の
石
油
製
品
は
、
世
界
的
な
基

準
か
ら
み
る
と
低
品
質
で
、
触
媒
改
質
ガ

ソ
リ
ン
が
主
力
と
な
っ
て
い
る
。
二
○
○

一
年
以
降
、
有
鉛
ガ
ソ
リ
ン
は
大
規
模
製

油
所
で
は
生
産
さ
れ
な
く
な
る
な
ど
品
質

は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
例
え

ば
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
で
は
、
硫
黄
分
を
○
・

○
五
％
に
抑
え
ら
れ
る
の
は
、
ご
く
わ
ず

ユコスの最新型サービス・ステーション（イルクーツク市郊外にて）。
（筆者撮影）



か
の
製
油
所
に
す
ぎ
な
い
。
硫
黄
分
の
除
去
が
不
十
分
な
た
め
、
市
場
に
出
せ
る
量
は
限
ら
れ
て
い
る
。

製
油
所
の
容
量
が
実
際
の
稼
働
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
た
め
に
、
整
備
の
更
新
が
ほ
と
ん
ど
進
め

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
二
○
○
○
年
代
に
入
り
よ
う
や
く
国
内
需
要
が
上
向
き
は
じ
め
た
こ
と
か
ら
、

最
近
に
な
っ
て
設
備
の
更
新
な
ど
で
改
善
の
兆
し
が
み
え
て
き
た
。
例
え
ば
、
ユ
コ
ス
の
買
収
し
た
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
州
の
ア
ン
ガ
ル
ス
ク
製
油
所
は
ユ
コ
ス
の
重
点
事
業
の
一
つ
と
さ
れ
、
規
模
も
拡
大
し
、
最
新

設
備
を
有
す
る
も
の
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
た
。

製
油
所
の
設
備
に
関
し
て
は
、
改
善
が
進
捗
し
は
じ
め
た
が
、
よ
り
構
造
的
な
問
題
が
あ
る
。

ま
ず
ロ
シ
ア
全
土
の
な
か
で
の
製
油
所
の
配
置
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
ウ
ラ
ル
、
沿
ヴ
ォ
ル
ガ
、

東
シ
ベ
リ
ア
・
極
東
に
お
い
て
過
剰
で
あ
る
一
方
、
北
部
、
テ
ィ
マ
ン
＝
ペ
チ
ョ
ラ
、
北
コ
ー
カ
サ
ス
な

ど
で
は
不
足
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
石
油
会
社
に
つ
い
て
み
る
と
、
生
産
能
力
と
製
油
所
の
能
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
か
な
ら
ず
し
も

よ
く
と
れ
て
い
な
い
。
一
○
四
ペ
ー
ジ
の
表
９
の
石
油
会
社
の
生
産
能
力
と
、
保
有
し
て
い
る
製
油
所
の

能
力
（
表
10
）
を
比
較
す
る
と
、
原
油
の
輸
出
量
に
も
よ
る
が
、
総
じ
て
製
油
能
力
に
余
裕
の
あ
る
の
が
、

ユ
コ
ス
、
ス
ラ
ブ
ネ
フ
チ
、
一
方
製
油
能
力
が
不
足
し
て
い
る
の
が
ル
ク
オ
イ
ル
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
、
ス
ル

グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
で
あ
る
。
製
油
能
力
が
不
足
し
て
い
る
企
業
は
、
他
社
へ
精
製
委
託
し
な
く
て
は
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な
ら
な
い
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
よ
う
に
、
保
有
し
て
い
る
製
油
所
が
コ
ム
ソ
モ
ル
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
の

よ
う
な
極
東
に
あ
る
場
合
に
は
、
自
社
の
原
油
を
運
ん
で
処
理
す
る
の
が
容
易
で
な
く
、
一
方
、
西
シ
ベ

リ
ア
か
ら
の
生
産
原
油
は
、
か
な
り
の
量
を
外
部
委
託
す
る
必
要
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
国
内
で
は
、
原
油
市

場
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
相
対
に
よ
り
自
社
の
原
油
を
製
品
化
し
て
く
れ
る
製
油
所
を
さ
が
す
こ
と
に

な
る
。

6

ロ
シ
ア
東
部
の
新
規
石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発
の
現
状

ロ
シ
ア
全
体
を
概
観
す
る
と
、
ヴ
ォ
ル
ガ=

ウ
ラ
ル
の
よ
う
な
歴
史
の
あ
る
産
油
地
帯
は
生
産
量
の
維

持
に
努
力
が
向
け
ら
れ
る
一
方
、
生
産
力
の
主
力
は
依
然
と
し
て
西
シ
ベ
リ
ア
で
、
力
強
い
回
復
を
示
す

と
同
時
に
、
将
来
的
に
も
大
規
模
な
新
規
油
田
の
開
発
が
視
野
に
入
っ
て
き
て
い
る
。
一
方
、
ロ
シ
ア
の

東
半
分
で
は
、
新
し
い
石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
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１
　
東
シ
ベ
リ
ア
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発

東
シ
ベ
リ
ア
は
、
第
１
章
で
記
し
た
よ
う
に
ロ
シ
ア
全
体
で
は
最
も
後
発
の
石
油
地
帯
と
い
え
る
。
ま

た
、
原
油
、
天
然
ガ
ス
田
を
開
発
し
て
搬
出
す
る
に
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

ー
が
不
可
欠
で
あ
り
、
一
方
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
建
設
す
る
に
は
、
す
で
に
十
分
な
埋
蔵
量
を
も
っ
た
油
・

ガ
ス
田
が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
東
シ
ベ
リ
ア
と
い
う
内
陸
の
油
・
ガ
ス
田
地
帯
の
開
発
で
は
こ
の

よ
う
な
「
鶏
と
卵
の
問
題
（a

chicken- or- egg
question

）」
の
た
め
に
、
最
初
の
油
田
が
発
見
さ
れ
て
四
十

年
以
上
が
経
過
し
て
も
塩
漬
け
の
状
況
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
典
型
的
な
「
市
場
の
失
敗
」
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
探
鉱
作
業
は
継
続
し
て
続
け
ら
れ
、
大
規
模
な
油
田
が
複
数
見
つ
か
っ
て
き

て
い
る
。
こ
う
し
て
ト
ム
ス
ク
等
西
シ
ベ
リ
ア
東
部
の
原
油
搬
出
を
抱
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
太
平

洋
側
ま
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
建
設
す
る
案
が
浮
上
し
て
き
た
。
地
質
的
な
デ
ー
タ
の
裏
づ
け
と
、
政
策
的

な
意
志
と
が
相
ま
っ
て
、
初
め
て
「
鶏
と
卵
」
の
隘
路
か
ら
抜
け
出
す
方
策
が
得
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

発
見
油
田
の
う
ち
、
最
も
開
発
の
進
ん
で
い
る
の
は
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
地
方
エ
ベ
ン
キ
自
治
管
区
の

ユ
ル
ブ
チ
ェ
ノ
＝
タ
ホ
モ
油
田
で
あ
る
（
図
７
）。
こ
れ
は
埋
蔵
量
規
模
も
大
き
く
、
一
部
で
小
規
模
で
は
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。



あ
る
が
石
油
生
産
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
原
油
は
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
、
三
一
七

南
方
に
あ
る
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
支
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
カ
ラ
ブ
ラ
駅
ま
で
輸
送
さ
れ
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
、
東
シ
ベ
リ
ア
・

極
東
の
製
油
所
に
運
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
油
田
は
、
ユ
コ
ス
の
子
会
社
の
ボ
ス
ト
シ
ブ
ネ
フ
チ
（
Ｖ
Ｓ
Ｎ

Ｋ
）
が
操
業
す
る
も
の
で
、
他
に
隣
接
の
ク
ユ
ン
ビ
ン
鉱
区
に
は
Ｔ
Ｎ
Ｋ-

Ｂ
Ｐ
が
入
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
東
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
に
お
い
て
は
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ-

Ｂ
Ｐ
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ス
な
ど
の
参
加
す
る
ル

シ
ア
（
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
）・
ペ
ト
ロ
リ
ア
ム
に
よ
る
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
チ
ョ
ン
油
田
、
コ
ビ
ク
タ
・
ガ
ス
田
が
あ
る
。

コ
ビ
ク
タ
・
ガ
ス
田
に
関
し
て
は
中
国
へ
の
販
売

交
渉
が
長
引
い
て
い
る
が
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
チ
ョ
ン

油
田
は
か
な
り
開
発
も
進
み
、
い
わ
ば
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
完
成
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の

油
田
は
、
一
九
九
一
年
四
月
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大

統
領
が
来
日
し
た
際
に
、
経
済
七
団
体
と
の
昼
食

会
の
席
上
、
日
本
側
に
対
し
て
共
同
開
発
を
提
案

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
新
聞
は
「
ベ
ル
フ

ネ
チ
ョ
ン
炭
田
」
と
報
道
す
る
と
い
っ
た
状
況
で
、

142

東シベリアのイレリヤフ油田の
掘削現場。（筆者撮影）



当
時
の
日
本
で
は
、
東
シ
ベ
リ
ア
へ
の
関
心
も
情
報
量
も
非
常
に
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
東
の
サ
ハ
共
和
国
で
は
、
タ
ラ
カ
ン
油
田
な
ど
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
入
札
で
ユ
コ
ス
の

子
会
社
の
サ
ハ
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
が
落
札
し
た
が
、
ユ
コ
ス
事
件
の
あ
お
り
で
ラ
イ
セ
ン
ス
が
取
り
消
さ
れ
、

ラ
イ
セ
ン
ス
は
二
番
札
の
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
に
付
与
さ
れ
た
。
同
油
田
も
、
部
分
的
に
生
産
が

開
始
さ
れ
て
お
り
、
近
隣
の
レ
ナ
河
ま
で
小
口
径
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
敷
設
さ
れ
、
原
油
は
小
型
タ
ン
カ

ー
で
レ
ナ
河
を
下
り
、
ヤ
ク
ー
ツ
ク
市
、
一
部
は
さ
ら
に
北
極
海
に
出
て
、
欧
州
市
場
ま
で
搬
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
衛
星
写
真
で
も
明
瞭
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
○
○
三
年
二
月
十
七
日
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ミ
レ
ル
社
長
と
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
ボ
グ
ダ
ン
チ
コ
フ
社
長
は

連
名
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
書
簡
を
送
り
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
と
サ
ハ
共
和
国
の
五
油
・
ガ
ス
田
に
つ
い

て
、
こ
の
両
国
営
会
社
に
よ
っ
て
一
体
開
発
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
と
の
進
言
を
行
な
っ
た
。
こ
の
主
張
の

根
拠
は
、
東
シ
ベ
リ
ア
の
よ
う
な
開
発
段
階
が
低
く
広
大
な
地
域
に
お
い
て
は
、
民
間
各
社
の
自
社
都
合

に
よ
る
ば
ら
ば
ら
な
開
発
よ
り
も
地
域
と
し
て
の
一
体
性
を
重
視
し
た
総
合
開
発
を
公
的
な
機
関
が
推
進

す
る
こ
と
が
よ
り
有
効
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
、
特
に
油
田
に
対
す
る
ガ
ス
圧
入
の
適
用
な
ど
に
お
い
て

も
、
ガ
ス
田
開
発
と
の
一
体
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画
の
対
象
と
な
る
の
は
、
前
記
の
ヴ
ェ
ル

フ
ネ
チ
ョ
ン
、
コ
ビ
ク
タ
、
タ
ラ
カ
ン
油
・
ガ
ス
田
に
加
え
て
、
チ
ャ
ヤ
ン
ダ
、
ス
レ
ド
ネ
＝
ボ
ツ
オ
ビ
ン
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の
計
五
油
・
ガ
ス
田
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
○
○
三
年
十
二
月
二
十
五
日
に
は
、
両
社
に
加
え
、
政
府
寄
り
と
い
わ
れ
る
ス
ル
グ
ー
ト

ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
を
加
え
た
三
社
が
東
シ
ベ
リ
ア
で
の
探
鉱
・
開
発
の
た
め
の
提
携
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
発

表
さ
れ
た
。
二
○
○
四
年
十
月
に
入
っ
て
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
合
併
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ

る
な
ど
、
東
シ
ベ
リ
ア
に
関
し
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
に
乏
し
い
辺
境
の
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
主
導

に
よ
る
開
発
体
制
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

２
　
サ
ハ
リ
ン
大
陸
棚
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発

サ
ハ
リ
ン
大
陸
棚
は
、
日
本
の
「
サ
ハ
リ
ン
石
油
開
発
協
力
（
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
）」
の
融
資
を
受
け
て
、
一

九
七
四
年
か
ら
本
格
的
に
推
進
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
大
規
模
な
油
・
ガ
ス
田
の
発
見
と
い
う
成
果
を
み
た

が
、
八
○
年
代
に
入
っ
て
、
油
価
の
低
迷
に
よ
り
開
発
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
で
い
た
。

一
九
九
一
年
の
ソ
連
邦
崩
壊
後
、
西
側
石
油
企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
は
、
ロ
シ
ア
で
の
石
油
開
発

に
お
け
る
投
資
環
境
の
改
善
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
外
国
企
業
は
、
ロ
シ
ア
国
内
に
合
弁
企
業
を
設
立

し
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
た
が
、
ソ
連
邦
崩
壊
後
は
、
頻
繁
に
改
定
さ
れ
る
税
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（出所）石油公団資料から作成。
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制
が
、
事
業
の
経
済
的
な
見
通
し
を
行
な
う
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
お
り
、
合
弁
企
業
方
式
に
よ
る
事
業

も
行
き
詰
ま
り
を
み
せ
は
じ
め
て
い
た
。

ロ
シ
ア
政
府
は
一
九
九
五
年
六
月
、
外
資
導
入
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
に
生
産
物
分
与
（
Ｐ
Ｓ
）
法
を
導

入
す
る
こ
と
を
決
め
、
立
法
化
を
前
に
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
大
陸
棚
の
サ
ハ
リ
ン
―
１
、
サ
ハ
リ
ン
―
２

（
図
８
）、
テ
ィ
マ
ン
＝
ペ
チ
ョ
ラ
の
ハ
リ
ヤ
ガ
の
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
Ｐ
Ｓ
契
約
が
調
印
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｓ

法
は
九
六
年
一
月
に
発
効
し
、
サ
ハ
リ
ン
大
陸
棚
の
石
油
開
発
は
、
外
国
石
油
企
業
が
Ｐ
Ｓ
法
の
下
で
、

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

a

サ
ハ
リ
ン
―
１
は
出
油
間
近

サ
ハ
リ
ン
―
１
の
概
要

サ
ハ
リ
ン
―
１
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
一
九
九
五
年
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
エ
ク
ソ
ン
・
ネ
フ
チ

ェ
ガ
ス
（
三
○
％
）、
日
本
の
新
た
に
設
立
し
た
「
サ
ハ
リ
ン
石
油
ガ
ス
開
発
（
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
）」（
三
○
％
）、

ロ
シ
ア
の
ロ
ス
ネ
フ
チ
（
一
七
％
）
と
サ
ハ
リ
ン
モ
ル
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
（
以
下
、
Ｓ
Ｍ
Ｎ
Ｇ
、
二
三
％
）
で
形

成
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｓ
契
約
は
Ｐ
Ｓ
法
の
施
行
に
先
行
し
て
九
五
年
締
結
さ
れ
た
も
の
で
、
翌
九
六
年
一
月
に

発
効
し
た
。
そ
の
後
、
二
○
○
○
年
に
イ
ン
ド
の
国
営
石
油
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
ヴ
ィ
デ
シ
ュ
が
二
○
％
参
加
し
、



ロ
ス
ネ
フ
チ
は
八
・
五
％
、
Ｓ
Ｍ
Ｎ
Ｇ
は
一
一
・
五
％
の
権
益
と
な
っ
た
。

主
要
な
三
油
・
ガ
ス
田
で
あ
る
チ
ャ
イ
ヴ
ォ
、
オ
ド
プ
ト
、
ア
ル
ク
ト
ン
＝
ダ
ギ
は
「
サ
ハ
リ
ン
石
油

開
発
協
力
（
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
）」
が
融
資
事
業
を
行
な
っ
て
い
た
時
代
に
発
見
さ
れ
て
い
た
が
、
特
に
チ
ャ

イ
ヴ
ォ
に
つ
い
て
は
、
地
震
探
鉱
の
解
析
か
ら
ガ
ス
層
の
下
位
に
油
層
の
存
在
が
推
定
さ
れ
、
二
○
○
○

年
夏
、
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
チ
ャ
イ
ヴ
ォ
―
六
号
井
の
掘
削
に
よ
っ
て
膨
大
な
石
油
埋
蔵
量
が
確

認
さ
れ
た
。
二
○
○
一
年
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
済
性
が
宣
言
さ
れ
た
。

サ
ハ
リ
ン
―
１
の
石
油
の
可
採
埋
蔵
量
は
二
三
億

（
三
・
二
五
億

）、
ガ
ス
は
一
七
兆
立
方

（
四

八
五
○
億
立
方

）
で
、
日
本
近
隣
の
油
・
ガ
ス
田
と
し
て
は
非
常
に
規
模
が
大
き
い
。
ま
た
、
軽
質
、
低

硫
黄
と
優
れ
た
品
質
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
日
本
に
供
給
さ
れ
る
と
す
る
と
、
近
距
離
に
あ
り
、
途

中
に
政
治
的
に
不
安
定
な
地
域
を
通
過
し
な
く
て
よ
い
こ
と
か
ら
、
安
定
供
給
の
上
で
大
き
な
貢
献
が
期

待
で
き
る
。
日
本
企
業
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
も
、
地
域
の
技
術
的
な
問
題
に
精
通
し
、
事
業
の
コ
ア
地

域
と
な
る
わ
け
で
、
将
来
、
近
隣
地
域
に
進
出
し
て
い
く
上
で
も
、
橋
頭
堡
と
も
な
り
得
る
。
ま
た
、
日

本
か
ら
の
資
機
材
、
技
術
の
協
力
の
裾
野
が
大
き
く
広
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
東
京
近
辺
に
勤
め
る

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
は
あ
ま
り
実
感
が
な
い
が
、
北
海
道
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
直
接
受
注
さ
れ
、
景
気

刺
激
、
雇
用
創
出
に
お
お
い
に
寄
与
し
て
い
る
。
実
は
こ
れ
こ
そ
が
、
石
油
産
業
の
裾
野
の
も
つ
魅
力
で
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あ
る
。
欧
州
の
北
海
の
石
油
開
発
で
も
、
欧
州
諸
国
は
皆
こ
れ
で
潤
っ
て
き
た
。
油
田
開
発
を
近
隣
に
も

つ
経
済
効
果
に
、
よ
う
や
く
日
本
の
北
の
地
域
が
気
づ
き
は
じ
め
た
段
階
と
い
え
よ
う
。

サ
ハ
リ
ン
―
１
の
石
油
事
業

石
油
の
開
発
・
生
産
を
目
指
す
第
１
フ
ェ
ー
ズ
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
四
年
四
月
、
ロ
シ
ア
政

府
が
Ｔ
Ｅ
Ｏ-

Ｃ
（
技
術
経
済
性
審
査
）
を
承
認
し
、
こ
れ
に
よ
り
サ
ハ
リ
ン
―
１
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
二

○
○
五
年
中
に
も
チ
ャ
イ
ヴ
ォ
油
田
か
ら
の
原
油
生
産
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
の
生
産
量
は
五

万

／
日
で
、
間
宮
海
峡
対
岸
や
や
南
の
デ
カ
ス
ト
リ
ま
で
既
存
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
利
用
す
る
。
開
発

を
目
指
し
た
三
五
坑
の
生
産
井
掘
削
は
、
二
○
○
三
年
七
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
陸
上
か

ら
東
方
向
へ
海
底
の
油
田
地
域
ま
で
、
最
長
一
一

の
大
偏
距
掘
削
（
用
語
解
説
参
照
）
を
行
な
う
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
冬
期
の
流
氷
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
通
年
作
業
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
他
、
夏
期
に
は

海
洋
掘
削
リ
グ
が
投
入
さ
れ
る
。

二
○
○
六
年
十
二
月
に
は
第
２
フ
ェ
ー
ズ
が
始
ま
る
予
定
で
、
デ
カ
ス
ト
リ
ま
で
は
新
規
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
建
設
し
、
生
産
量
は
一
六
万

／
日
を
目
指
す
。
第
３
フ
ェ
ー
ズ
で
は
ア
ル
ク
ト
ン
＝
ダ
ギ
油
田

の
開
発
、
第
４
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
ア
ル
ク
ト
ン=
ダ
ギ
と
オ
ド
プ
ト
油
・
ガ
ス
田
の
開
発
が
見
込
ま
れ
る
。

最
終
的
な
目
標
生
産
量
は
二
五
万

／
日
、
総
事
業
費
は
一
二
○
億

と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
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サ
ハ
リ
ン
―
１
の
天
然
ガ
ス
事
業

こ
れ
ま
で
サ
ハ
リ
ン
―
１
に
お
い
て
は
、
天
然
ガ
ス
は
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
経
由
で
日
本
へ
供
給
す
る

と
い
う
考
え
で
、
国
内
の
ガ
ス
消
費
者
と
販
売
交
渉
を
続
け
て
き
た
。
交
渉
が
ま
と
ま
れ
ば
、
そ
れ
か
ら

五
年
間
か
け
て
、
設
計
、
工
事
を
経
て
通
ガ
ス
が
開
始
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。

一
方
、
サ
ハ
リ
ン
州
の
マ
ラ
ホ
フ
知
事
は
、
エ
ク
ソ
ン
・
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
に
対
し
て
、
コ
ム
ソ
モ
ル
ス

ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
経
由
で
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
に
対
し
て
随
伴
ガ
ス
二
○
〜
三
○
億
立
方

／
年
を
供

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ス
販
売
の
「
突
破
口
」
と
し
た
い
旨
発
言
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ガ
ス
販
売
価

格
に
関
し
て
は
、
国
内
で
は
一
○
○
○
立
方

当
た
り
五
五

と
な
っ
て
お
り
、
経
済
性
に
つ
い
て
は
、

解
決
す
べ
き
問
題
の
あ
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。
二
○
○
四
年
十
一
月
に
、
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
の
レ

イ
モ
ン
ド
会
長
は
、
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
さ
ら
に
延
長
し
て
中
国
へ
も
供
給
す
る
た
め
中
国
石
油
天
然

気
集
団
公
司
と
交
渉
に
入
っ
た
。

s

サ
ハ
リ
ン
―
２
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
先
鞭

事
業
の
概
要

サ
ハ
リ
ン
―
２
に
お
け
る
Ｐ
Ｓ
契
約
は
一
九
九
五
年
に
、
ロ
シ
ア
政
府
と
シ
ェ
ル
（
五
五
％
）
を
中
心
と



150

し
、
日
本
の
三
井
物
産
（
二
五
％
）、
三
菱
商
事
傘
下
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ガ
ス
（
二
○
％
）
の
参
加
す
る
サ
ハ

リ
ン
・
エ
ナ
ー
ジ
ー
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｓ
契
約
は
、
九
六
年
一
月
に
発

効
し
た
。
本
鉱
区
は
、
ピ
リ
ト
ゥ
ン
＝
ア
ス
ト
フ
と
ル
ニ
の
二
つ
の
油
・
ガ
ス
田
を
有
し
、
そ
の
埋
蔵
量

は
、
石
油
が
一
○
億

（
一
・
四
億

）、
天
然
ガ
ス
が
一
四
・
四
兆
立
方

（
四
○
八
○
億
立
方

）
で
あ
る
。

第
１
フ
ェ
ー
ズ
は
、
ピ
リ
ト
ゥ
ン
＝
ア
ス
ト
フ
油
・
ガ
ス
田
に
お
い
て
、
モ
リ
ク
パ
ッ
ク
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
か
ら
夏
期
限
定
の
石
油
生
産
を
行
な
う
も
の
で
、
一
九
九
九
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
二
○
○
一

年
の
原
油
生
産
量
は
、
二
○
○
万
（
四
万

／
日
）
で
あ
る
。
第
２
フ
ェ
ー
ズ
は
、
原
油
と
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
生

産
で
あ
る
。
ま
ず
、
ル
ニ
―
Ａ
ガ
ス
・
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
田
に
お
い
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
建
設
し
、

サ
ハ
リ
ン
島
最
南
部
の
コ
ル
サ
コ
フ
に
近
い
プ
リ
ゴ
ロ
ド
ノ
エ
ま
で
八
○
○

の
陸
上
原
油
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
お
よ
び
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
、
同
じ
く
プ
リ
ゴ
ロ
ド
ノ
エ
に
九
六
○
万

／
年
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
建
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
世
界
最
大
の
生
産
規
模

で
あ
り
、
全
世
界
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
生
産
の
一
○
％
を
ま
か
な
う
こ
と
に
な
る
。
最
初
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
出
荷
と
し
て
、

二
○
○
七
年
を
計
画
し
て
い
る
。

事
業
予
算
は
、
当
初
の
一
○
○
億

か
ら
、
さ
ら
に
二
○
億

上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

原
因
と
し
て
は
、
昨
今
の
ド
ル
安
と
原
材
料
の
高
騰
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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Ｌ
Ｎ
Ｇ
契
約
の
動
き

Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
年
間
九
六
○
万

生
産
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
販
売
契
約
は
、
日
本
で
は
東
京
電
力

が
二
○
○
七
年
か
ら
二
十
年
間
、
年
間
一
五
○
万

の
購
入
契
約
を
締
結
し
た
。
他
は
、
東
京
ガ
ス
一
一

○
万

、
九
州
電
力
五
○
万

、
東
邦
ガ
ス
三
○
万

が
契
約
し
て
い
る
。

米
国
で
は
、
セ
ン
プ
ラ
・
エ
ナ
ジ
ー
の
操
業
す
る
メ
キ
シ
コ
の
バ
ハ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
コ
ス
タ
ア
ズ

ー
ル
に
当
初
三
年
間
は
年
間
一
六
○
万

、
そ
の
後
十
七
年
間
約
一
九
○
万

供
給
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
間
五
三
○
万

ま
で
販
売
の
め
ど
が
つ
い
て
い
る
。

サ
ハ
リ
ン
―
２
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
最
初
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
技
術
の
獲
得

に
意
欲
的
な
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
と
っ
て
は
、
高
い
関
心
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ロ
ス

ネ
フ
チ
を
吸
収
合
併
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
サ
ハ
リ
ン
鉱
区
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
サ
ハ
リ
ン
―
２
の
権
益
に
関
し
て
は
、
シ
ェ
ル
の
二
○
％
を
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
保
有
す
る
西
シ
ベ

リ
ア
の
ザ
ポ
リ
ヤ
ル
ノ
エ
・
ガ
ス
田
の
深
部
油
層
の
権
益
の
五
○
％
と
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
取
得
す
る

方
向
で
交
渉
中
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
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d

鉱
区
付
与
で
混
迷
す
る
サ
ハ
リ
ン
―
３

サ
ハ
リ
ン
―
３
に
関
す
る
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
の
対
応
は
、
一
○
一
ペ
ー
ジ
に
記
し
た
が
、
そ
の
後

の
二
○
○
四
年
一
月
、「
Ｐ
Ｓ
契
約
に
関
す
る
政
府
委
員
会
」（
委
員
長
は
フ
リ
ス
テ
ン
コ
副
首
相
、
当
時
）
は
、

一
九
九
三
年
の
サ
ハ
リ
ン
―
３
に
関
し
て
エ
ク
ソ
ン
と
テ
キ
サ
コ
に
付
与
さ
れ
た
サ
ハ
リ
ン
―
３
の
Ｐ
Ｓ

契
約
に
よ
っ
て
油
田
を
開
発
す
る
権
利
を
取
り
消
し
た
。
さ
ら
に
、
フ
リ
ス
テ
ン
コ
副
首
相
は
、
エ
ク
ソ

ン
・
モ
ー
ビ
ル
が
二
○
○
三
年
来
求
め
て
い
た
地
下
資
源
法
に
基
づ
く
ラ
イ
セ
ン
ス
を
付
与
す
る
根
拠
は

な
い
と
し
て
、
東
オ
ド
プ
ト
・
ア
ヤ
シ
鉱
区
と
と
も
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
時
期
は
二
○
○
五
年
前
半
頃
と
み
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
ウ
ェ
ー
ニ
ン
鉱
区
に
関
し
て
は
、
二
○
○
四
年
九
月
、
韓
国
の
ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン
（
盧
武
鉉
）
大
統

領
が
訪
ロ
し
た
際
に
、
韓
国
国
営
石
油
（
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
）
と
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
の
間
で
、
共
同
開
発
の
覚
書
（
Ｍ

Ｏ
Ｕ
）
が
交
わ
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
鉱
区
は
、
か
つ
て
一
坑
が
試
掘
さ
れ
不
成
功
に
終
わ
っ
て
い
る
。

f

サ
ハ
リ
ン
―
４
は
動
き
な
し

サ
ハ
リ
ン
―
４
の
鉱
区
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
北
西
側
沖
合
に
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
南
西
部
を
ア
ス
ト

ラ
ハ
ン
鉱
区
、
北
東
部
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
鉱
区
と
称
す
る
。
サ
ハ
リ
ン
―
４
に
関
す
る
国
際
入
札
は
、
一
九
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九
四
年
九
月
に
米
国
の
デ
ン
バ
ー
で
行
な
わ
れ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
鉱
区
に
の
み
エ
ク
ソ
ン
が
応
札
し
た
も
の

の
、
条
件
面
で
合
わ
ず
、
翌
年
ロ
シ
ア
側
か
ら
却
下
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
鉱
区
で
は
、

ほ
と
ん
ど
動
き
が
み
ら
れ
な
い
。

ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
鉱
区
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｎ
Ｇ
が
一
九
九
六
年
か
ら
五
年
間
の
探
鉱
ラ
イ
セ
ン
ス
を
保

有
し
て
い
た
。
二
○
○
○
年
七
〜
十
月
に
か
け
て
ロ
ス
ネ
フ
チ
／
Ｓ
Ｍ
Ｎ
Ｇ
で
一
坑
の
試
掘
を
実
施
し
て

い
る
。
リ
グ
は
Ｓ
Ｍ
Ｎ
Ｇ
の
保
有
す
る
オ
ハ
号
を
使
用
し
た
。
こ
れ
は
、
探
鉱
ラ
イ
セ
ン
ス
の
延
長
を
目

指
し
て
の
作
業
で
あ
っ
た
が
、
結
果
は
不
成
功
で
あ
っ
た
。

g

新
規
発
見
で
期
待
高
ま
る
サ
ハ
リ
ン
―
５

サ
ハ
リ
ン
―
５
で
は
、
当
初
、
地
質
調
査
ラ
イ
セ
ン
ス
を
Ｓ
Ｍ
Ｎ
Ｇ
が
保
有
し
て
い
た
が
、
一
九
九
八

年
二
月
に
親
会
社
の
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
Ｂ
Ｐ
が
探
鉱
作
業
を
共
同
実
施
す
る
こ
と
で
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
（
協
定

原
案
）
に
調
印
、
同
年
五
月
に
戦
略
的
協
力
協
定
を
結
び
、
権
益
を
ロ
ス
ネ
フ
チ
が
五
一
％
、
Ｂ
Ｐ
四

九
％
と
し
た
。
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
Ｐ
Ｓ
法
の
適
用
を
目
指
し
た
も
の
で
、
二
○
○
○
年
に
は
Ｐ

Ｓ
リ
ス
ト
法
採
択
を
求
め
て
サ
ハ
リ
ン
州
政
府
、
同
州
議
会
の
承
認
を
得
た
が
、
二
○
○
一
年
二
月
に
ロ

シ
ア
連
邦
天
然
資
源
省
は
鉱
区
を
四
分
割
し
、
そ
の
う
ち
の
二
鉱
区
に
つ
い
て
探
鉱
・
開
発
ラ
イ
セ
ン
ス
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備　　考

総投資額120億ドル。原油生産開始は2005年予定。デカストリか
ら積み出し。最終的目標生産量25万バレル／日。ロスネフチを
ガスプロムが吸収合併。

総投資額120億ドル。第1フェーズ：1999年 PA-A（モリクパック）生
産。第2フェーズ：PA-B，ルニ油・ガス田からプリゴロドノエへ石油
ガス・パイプライン（800km）。2007年LNG 960万トン／年生産開始予
定。ガスプロム20%参加の予定。LNG契約は東京電力150万，東京
ガス110万，九州電力50万，東邦ガス30万，センプラ160～190万トン。

PSリストに1999年5月承認。2004年1月ライセンス発行見送り。
10月ロシア側オークションの方針発表。

2004年１月ライセンス発行見送り。10月ロシア側オークション
の方針発表。

韓国国営石油（KNOC）がロスネフチと共同開発の覚書締結。

アストラハン鉱区でロスネフチが2000年に試掘。不成功。

BPは1998年に参加。2002年に探鉱ライセンス取得。2004年試掘
成功。BPは50億ドルの資金負担予定（ロスネフチ分のキャリー
も含む）。

プロジェクトの現況
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プロジェクト ブロック／
油・ガス田

石油・天然
ガス埋蔵量 鉱区権者（%）

サハリン
－1

オドプト，
チャイヴォ，
アルクトン＝ダギ

3.25億トン
（23億バレル）

4,850億m3

（17.1兆立方フィート）

エクソン・ネフチェガス（30%）
SODECO（30%），ONGC
（インド，20%），SMNG
（11.5%），ロスネフチ（8.5%）

サハリン
－2

ルニ，
ピリトゥン＝アストフ

1.4億トン
（10億バレル）

4,080億m3

（14.4兆立方
フィート）

サハリン・エナージー，シ
ェル（55%）
三井物産（25%）
三菱商事（20%）

サハリン
－3

キリンスキー

＊4.53億トン
（32億バレル）
＊7,200億m3

（25.4兆立方
フィート）

エクソン・モービル（33.3%）
シェブロン・テキサコ（33.3%）
ロスネフチ（16.7%）
SMNG（16.7%）

東オドプト
アヤシ

エクソン・モービル（66.7%）
ロスネフチ（16.65%）
SMNG（16.65%）

ウェーニン ロスネフチ（100%）

サハリン
－4

アストラハン，
シュミット

ロスネフチ／SMNG（51%）
BP（49%）

サハリン
－5

東シュミット
（カイガンスコ・バ
シュカンスキー）

＊６億トン，
6,000億m3

Elvari Neftegaz
ロスネフチ／SMNG（51%）
BP（49%）

（注）＊ロスネフチによる予想埋蔵量。他は確認埋蔵量。
（出所）各種公表資料から筆者作成。

表11 サハリン１～５



156

の
入
札
を
行
な
う
方
針
と
し
た
。

二
○
○
二
年
に
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
サ
ハ
リ
ン
―
５
の
う
ち
、
最
も
南
の
カ
イ
ガ
ン
ス
コ
・
バ
シ
ュ
カ
ン

ス
キ
ー
鉱
区
（
約
一
万
平
方

）
に
つ
き
五
年
間
の
探
鉱
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
が
、
探
鉱
費
の
う
ち
の

ロ
ス
ネ
フ
チ
分
は
Ｂ
Ｐ
が
一
時
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
地
震
探
鉱
は
す
で
に
完
了
し
て
お
り
、

二
○
○
四
年
秋
に
最
初
の
試
掘
が
行
な
わ
れ
、
油
・
ガ
ス
層
を
発
見
し
た
。
探
鉱
費
用
は
総
額
で
一
億
五

○
○
○
万

と
な
る
。

二
○
○
四
年
一
月
、
Ｂ
Ｐ
は
今
後
の
十
年
間
に
向
け
て
、
サ
ハ
リ
ン
―
５
鉱
区
の
開
発
を
対
象
と
し
て
、

五
○
億

を
支
出
す
る
方
針
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
は
、
開
発
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
ロ
ス
ネ
フ
チ
分
の
負

担
も
含
ま
れ
る
。
な
お
、
二
○
○
三
年
に
合
弁
企
業
Ｔ
Ｎ
Ｋ-

Ｂ
Ｐ
が
設
立
さ
れ
た
が
、
サ
ハ
リ
ン
に
関

し
て
は
Ｂ
Ｐ
の
み
で
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
合
弁
企
業
の
事
業
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

ロ
ス
ネ
フ
チ
の
試
算
に
よ
る
と
、
本
鉱
区
の
予
想
可
採
埋
蔵
量
は
、
石
油
・
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
が
六

億

、
天
然
ガ
ス
が
六
○
○
○
億
立
方

で
あ
る
。
最
大
生
産
量
に
つ
い
て
は
七
○
万

／
日
と
予
測
し

て
い
る
。
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7

カ
ス
ピ
海
諸
国
で
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発

１
　
カ
ス
ピ
海
は
第
二
の
中
東
か
？
―
そ
の
埋
蔵
量
と
新
し
い
油
田
地
帯

a

カ
ス
ピ
海
の
石
油
埋
蔵
量

カ
ス
ピ
海
周
辺
の
国
々
は
、
資
源
的
に
は
ど
の
く
ら
い
の
規
模
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

ロ
シ
ア
お
よ
び
カ
ス
ピ
海
諸
国
そ
の
他
の
国
の
石
油
と
天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
量
を
表
12
に
示
す
。
こ
れ
ら

の
国
々
は
、
最
大
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
も
ロ
シ
ア
の
数
分
の
一
程
度
の
規
模
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
と
比
較
し

て
埋
蔵
量
的
に
は
は
る
か
に
及
ば
な
い
。
し
か
し
、
世
界
的
に
み
れ
ば
、
そ
の
埋
蔵
量
は
か
な
り
の
存
在

感
を
も
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

カ
ス
ピ
海
が
新
た
な
産
油
地
帯
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
米
国
国
務
省
が
一
九
九

七
年
四
月
に
、
カ
ス
ピ
海
地
域
の
残
存
＋
推
定
可
採
埋
蔵
量
を
一
七
八
○
億

と
公
表
し
て
、「
第
二
の

中
東
」
と
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
専
門
家
は
国
務
省
の
発
表
は

過
大
評
価
と
み
な
し
て
い
た
。
一
方
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
（
米
国
地
質
調
査
所
）
は
、
同
年
十
一
月
に
、
カ
ス
ピ
海
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地
域
の
残
存
＋
推
定
可
採
埋
蔵
量
を
中
間
値
で
一
一
四
○
億

と
す
る
ス
タ
デ
ィ
結
果
を
発
表
し
、
国
務

省
の
評
価
を
牽
制
す
る
形
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
（2000

）
が
発
表
さ
れ
、
既
発
見
（
累
計
生
産

も
含
む
）
と
未
発
見
を
合
わ
せ
て
七
○
○
億

と
、
さ
ら
に
堅
め
の
評
価
が
な
さ
れ
た
。
表
12
に
は
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
な
る
カ
ス
ピ
海
諸

国
の
累
計
生
産
量
を
除
い
た
残
存
埋
蔵
量
と
し
て
二
七
七
億

、
そ
し
て
未
発
見
埋
蔵
量
と
し
て
三
四
三

億

と
い
う
数
字
が
掲
げ
て
あ
る
。

た
だ
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
領
北
カ
ス
ピ
盆
地
で
は
、
二
○
○
○
年
五
月
に
超
巨
大
油
田
と
い
え
る
カ
シ

ャ
ガ
ン
油
田
が
発
見
さ
れ
た
。
Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
（2000

）
の
未
発
見
埋
蔵
量
の
評
価
の
う
ち
、
特
に
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
海
域
（
北
カ
ス
ピ
盆
地
）
に
関
し
て
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
操
業
者
）
で
あ
る
ア
ジ
ッ
プ
Ｋ
Ｃ
Ｏ
の
下
で

進
行
し
て
い
る
探
鉱
実
績
を
踏
ま
え
る
と
、
既
発
見
埋
蔵
量
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
未
発

見
地
域
の
評
価
も
あ
る
程
度
、
上
方
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
（2000

）
の
評
価
は
、
細
部
で
留
保
的
な
扱
い
が
必
要
で
あ
る
が
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て

は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
一
部
ロ
シ
ア
に
か
か
る
北
カ
ス
ピ
盆
地
に
群
を
抜
い
た
石
油
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

さ
が
あ
り
、
は
る
か
に
劣
後
し
て
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
南
カ
ス
ピ
盆
地
が
次
な

る
有
望
地
帯
で
あ
る
状
況
が
み
て
と
れ
る
。
こ
れ
は
、
最
近
の
実
績
に
照
ら
し
て
も
妥
当
な
見
解
と
思
わ
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石
油
（

10億
バ
レ
ル
）

天
然
ガ
ス
（
兆
立
方
フ
ィ
ー
ト
）

残
　
存

未
発
見
埋
蔵
量

残
　
存

未
発
見
埋
蔵
量

埋
蔵
量

埋
蔵
量

陸
域

海
域

合
計

％
陸
域

海
域

合
計

％

137.5
66.3

11.1
77.4

67
1,410.2

398.0
770.8

1,168.7
73

20.1
7.9

13.1
21.1

18
69.1 

38.6
33.7

72.3  
4

4.5
0.2

6.1
6.3

5
12.0 

1.6
65.9

67.4  
4

1.8
0.5

6.3
6.8

6
87.2 

142.4
65.3

207.7 
13

1.3
0.1

0
0.1

0
62.3 

12.8
2.3

15.0 
1

1.8
1.3

0
1.3

1
27.9 

25.7
1.9

27.5 
2

0.3
3.0

3
0.8 

52.7 
4

167.3
116.0

1,669.5
1,611.3

ロ
シ

ア
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

ウ
ク
ラ
イ
ナ

そ
の

他

合
計

表
12

C
IS
に
お
け
る
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
確
認
お
よ
び
未
発
見
埋
蔵
量
（
2000年

）

（
注
）
石
油
の
埋
蔵
量
に
は
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
も
含
む
。

（
出
所
）

U
SG

S（
2000）.
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れ
る
。

ロ
シ
ア
と
カ
ス
ピ
海
地
域
の
石
油
生
産
（
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
を

含
む
）
を
表
13
に
示
す
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
堅
調
ぶ
り
が
印
象
的
で
あ
る
。
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
の
伸
び
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
中
海
に
出

る
一
○
○
万

／
日
の
容
量
を
も
つ
Ｂ
Ｔ
Ｃ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

（
二
三
○
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
完
成
す
る
と
、
二
○
○
○
年
代
後
半
に

は
一
気
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
肩
を
並
べ
る
勢
い
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
最
大
に
み
て
も
、
両
国
合
わ
せ
て
ロ
シ
ア
の
二

割
に
も
及
ば
な
い
。

s

カ
ス
ピ
海
地
域
の
天
然
ガ
ス

カ
ス
ピ
海
地
域
の
天
然
ガ
ス
埋
蔵
量
に
関
し
て
は
、
ト
ル
ク

メ
ニ
ス
タ
ン
の
残
存
埋
蔵
量
が
最
も
多
く
、
未
発
見
埋
蔵
量
に

関
し
て
は
圧
倒
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
示
し
て
い
る
（
表
12
）。

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

301 306 303 305 327 346 380 421
23.0 25.4 25.9 30.1 35.3 40.1 47.2 52.2
9.1 9.0 11.4 13.7 14.0 14.9 15.0 15.5
7.6 7.8 8.1 8.1 7.4 7.2 7.2 7.1
4.9 5.4 6.3 7.0 7.2 8.0 8.0 10.4

（単位：100万トン／年）
の石油生産

2003；FSU Oil and Gas Yearbook他による。
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そ
し
て
、
海
域
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
陸
域
、
特
に
既
往
の
産

ガ
ス
地
帯
で
あ
る
ア
ム
＝
ダ
リ
ア
堆
積
盆
地
で
、
依
然
と
し
て

大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
が
そ
れ
に
次
い
で
い
る

が
、
今
後
の
未
発
見
埋
蔵
量
を
比
較
す
る
と
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
の
増
産
余
地
は
あ
ま
り
な
い
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
、
こ
こ

十
年
ほ
ど
は
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
を
上
回
る
ガ
ス
生
産
を
続
け

て
き
た
が
、
未
発
見
埋
蔵
量
は
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、
長
期
的

に
は
生
産
量
は
伸
び
悩
み
と
な
り
、
ガ
ス
輸
入
国
と
な
る
可
能

性
も
あ
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
陸
域
、
海
域
と
も
に
相
当
な

ガ
ス
資
源
量
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
産
ガ
ス
国
と
し
て
の
実
績
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
現
在
も
ロ
シ
ア
か
ら
天
然
ガ
ス
を
輸
入
し
て

い
る
状
態
で
あ
る
が
、
今
後
海
域
に
お
い
て
、
多
く
の
ガ
ス
田

を
発
見
で
き
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の

1991 1992 1993 1994 1995

462 399 354 318 307
26.6 25.8 23.0 20.3 20.5
11.7 11.1 10.3 9.6 9.2
5.4 3.3 3.9 5.5 7.5
2.8 4.8 4.6 4.8 4.8

表13 ロシア・カスピ海地域

（出所）Renaissance Capital, Russia in 2002 : Get Ready For Fireworks,

ロ シ ア
カ ザ フ ス タ ン
アゼルバイジャン
ウ ズ ベ キ ス タ ン
トルクメニスタン
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大
陸
棚
で
は
、
一
九
九
九
年
に
シ
ャ
ー
・
デ
ニ
ス
・
ガ
ス
田

が
発
見
さ
れ
、
開
発
計
画
が
進
ん
で
い
る
が
、
カ
ス
ピ
海

南
部
の
海
域
に
は
類
似
の
背
斜
構
造
が
数
多
く
分
布
し
、

ガ
ス
田
も
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に

は
海
洋
ガ
ス
田
の
開
発
に
力
を
注
ぐ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

表
14
に
は
ロ
シ
ア
・
カ
ス
ピ
海
地
域
の
天
然
ガ
ス
生
産

量
の
推
移
を
示
し
た
。
ロ
シ
ア
の
圧
倒
的
な
生
産
量
、
堅

調
に
生
産
を
伸
ば
し
て
い
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
状
況
が

よ
く
み
て
と
れ
る
。
一
方
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
は
ソ
連

邦
時
代
に
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
安
定
的
に
ガ
ス
を
供

給
し
、
ロ
シ
ア
に
次
ぐ
八
○
○
〜
九
○
○
億
立
方

／
年

の
安
定
的
な
生
産
量
を
も
っ
て
い
た
が
、
ソ
連
邦
崩
壊
以

降
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ガ
ス
代
金
未
払
い
問
題
が
発
生
し
、

ま
た
ロ
シ
ア
が
旧
ソ
連
以
外
の
国
へ
の
供
給
を
拒
否
し
た

こ
と
か
ら
生
産
量
が
激
減
し
た
。
カ
ス
ピ
海
を
通
り
ト
ル

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

601 571 591 592 584 581 598 620
185 185 201 205 218 181 184 189

7 8 8 10 12 12 13 13
6 6 6 6 6 6 5 5

35 17 13 23 47 51 54 55
49 51 55 56 56 57 58 54

（単位：10億m3／年）

2003；FSU Oil and Gas Yearbook他による。

の天然ガス生産
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コ
経
由
で
欧
州
へ
輸
出
す
る
新
規
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
計
画

を
推
進
し
た
も
の
の
、
通
過
国
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で

ガ
ス
田
が
発
見
さ
れ
て
こ
れ
も
頓
挫
し
、
二
○
○
○
年
か

ら
ロ
シ
ア
へ
輸
出
を
再
開
し
て
、
よ
う
や
く
五
○
○
億
立

方

／
年
の
レ
ベ
ル
ま
で
回
復
し
た
。
一
九
九
○
年
代
の

生
産
量
の
推
移
に
は
、
政
治
的
な
混
迷
が
ガ
ス
の
生
産
量

に
影
響
を
与
え
て
い
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
状
況
が
投

影
さ
れ
て
い
る
。

２
　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
の
外
資
参
入
の
動
き

a

石
油
の
開
発
状
況

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
石
油
生
産
は
、
一
九
七
○
年
代
を
通

じ
て
マ
ン
ギ
シ
ュ
ラ
ク
半
島
の
ウ
ゼ
ニ
油
田
を
中
心
に
展

開
し
て
い
た
が
、
現
在
は
テ
ン
ギ
ス
油
田
（
可
採
埋
蔵
量

1991 1992 1993 1994 1995

643 641 618 607 595
204 205 171 184 181

8 8 7 5 6
10 8 7 6 7
84 60 65 36 32
42 43 45 47 49

ロ シ ア
ガ ス 輸 出

カ ザ フ ス タ ン
アゼルバイジャン
トルクメニスタン
ウズベキスタン

表14 ロシア・カスピ海地域

（出所）Renaissance Capital, Russia in 2002 : Get Ready For Fireworks,



九
○
億

）
が
主
力
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
油
田
は
、

従
来
、
二
畳
紀
の
岩
塩
層
の
上
位
に
形
成
さ
れ
た

小
規
模
油
田
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
北
カ
ス

ピ
堆
積
盆
地
に
お
い
て
、
岩
塩
層
の
下
位
で
大
規

模
鉱
床
を
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
見
は
七
九

年
で
あ
っ
た
が
、
高
い
油
層
圧
と
随
伴
ガ
ス
中
に

含
ま
れ
る
高
濃
度
の
硫
化
水
素
（H

2S

）
の
た
め
に
、

開
発
に
は
西
側
技
術
の
導
入
が
必
要
で
あ
っ
た
。

八
八
年
シ
ェ
ブ
ロ
ン
（
現
シ
ェ
ブ
ロ
ン
・
テ
キ
サ
コ
）

が
油
田
開
発
事
業
に
参
加
し
、
九
一
年
か
ら
生
産

が
開
始
さ
れ
た
。
現
在
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
著
し

い
生
産
の
伸
び
は
、
テ
ン
ギ
ス
油
田
の
開
発
の
進

捗
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

同
油
田
か
ら
黒
海
の
ノ
ボ
ロ
シ
ー
ス
ク
・
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
結
ぶ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
（C

aspian
P

ipeline
C

onsor-

164

テンギス油田試掘（『ネフチヤノエ・ホジャエスチヴォ』誌，1990年
3月号）。
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ウ
ゼ
ニ

シ
ャ
ー・デ

ニ
ス

チ
ェ
ル
ケ
ン

シ
ャト
ル
ィ
ク

ダ
ウ
レ
タ

バ
ード

カ
ラ
チ
ャ
ガ
ナ
ク

ケ
ン
キ
ャ
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主
要
油・ガ

ス
田

埋
蔵
量

開
発
状
況

備
　
　
考

テ
ン
ギ
ス

90億
バ
レ
ル

26万バレル／日
シ
ェ
ブ
ロ
ン
・
テ
キ
サ
コ（

50％
），
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル（

25
％
），
カ
ズ
ム
ナ
イ
ガ
ス（

20％
），
ル
ク
ア
ル
コ（
５
％
）

カ
ラ
チ
ャ
ガ
ナ
ク

31兆
立
方
フィート

生
産
中

B
G（

32.5％
），
ア
ジ
ッ
プ
（

32.5％
），

24億
バ
レ
ル

シ
ェ
ブ
ロ
ン
・
テ
キ
サ
コ（

20％
），
ル
ク
オ
イ
ル（

15％
）

カ
シ
ャ
ガ
ン

70～
90億

評
価
作
業
中
ア
ジ
ッ
プ
，
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
，

T
FE
，
シ
ェ
ル
，

B
G

バ
レ
ル

2008年
生
産
（
各

16.7％
），コ
ノ
コ・フ

ィ
リ
ッ
プ
ス
，イ
ン
ペ
ッ
ク
ス（
各

8.3％
）

グ
ネ
シ
リ
＝
チ

46億
バ
レ
ル

生
産
中

B
P（

34.1％
），

SO
CA

R
，
ル
ク
オ
イ
ル
，
ユ
ノ
カ
ル（
各

10
ラ
グ
＝
ア
ゼ
リ

13万バレル／日
％
），
イ
ン
ペ
ッ
ク
ス（
８
％
）
他

シ
ャ
ー
・
デ

25兆
立
方
フィート

開
発
決
定

B
P，
ス
タ
ッ
ト
オ
イ
ル（
各

25.5％
）
他

ニ
ス

2006年
生
産

ダ
ウレ
タバ
ード

40.6兆
立
方
フィート

生
産
中

1973年
発
見
。

1984年
生
産
開
始

シ
ャ
ト
ル
ィ
ク

35兆
立
方
フィート

生
産
中

1968年
発
見
。
当
初
埋
蔵
量
は

31兆
立
方
フ
ィ
ー
ト

表
15

カ
ス
ピ
海
地
域
の
主
要
油
・
ガ
ス
田

（
出
所
）
筆
者
作
成
。

カ
ザ
フ
ス

タ
ン

ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン

ト
ル
ク
メ

ニ
ス
タ
ン



tium

）
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
二
○
○
一
年
十
月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
て
、
本
格
生
産
に
向
け
て
の
開
発
に
拍

車
が
か
か
っ
た
。
二
○
○
三
年
の
石
油
生
産
量
は
一
三
○
○
万

（
二
六
万

／
日
）
で
あ
る
。
二
○
○
五

年
に
は
二
二
○
○
万

（
四
四
万

／
日
）、
二
○
一
○
年
に
は
三
三
○
○
万
（
六
六
万

／
日
）
を
目
指
し

て
い
る
（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
と
ロ
シ
ア
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
二
二
二
〜
二
二
四
ペ
ー
ジ
参
照
）。

た
だ
し
、
シ
ェ
ブ
ロ
ン
・
テ
キ
サ
コ
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
政
府
と
の
間
は
、
円
滑
と
は
い
え
な
い
。
二
○

○
二
年
十
一
月
に
は
、
シ
ェ
ブ
ロ
ン
・
テ
キ
サ
コ
は
一
方
的
に
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
調

整
の
不
一
致
の
た
め
」
と
い
う
不
可
解
な
理
由
に
よ
り
テ
ン
ギ
ス
油
田
の
第
二
次
開
発
計
画
（
三
五
億

）

を
延
期
す
る
旨
、
自
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
四
三
万

／
日
ま
で
の
増
産

が
当
面
見
込
め
な
く
な
る
と
の
お
そ
れ
が
広
が
っ
た
。
こ
れ
は
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
外
国
側
パ

ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
一
種
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。
こ
の
件
は
、
二
カ
月
後
に
開
発
計
画
を
再
開
す
る
と

の
決
定
が
な
さ
れ
て
問
題
に
発
展
し
な
か
っ
た
が
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
当
局
と
の
軋
轢
を
想
像
さ
せ
る
出
来

事
で
あ
っ
た
。

次
な
る
主
力
は
、
カ
ス
ピ
海
浅
海
部
で
二
○
○
○
年
五
月
に
ア
ジ
ッ
プ
他
の
外
国
企
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
カ
シ
ャ
ガ
ン
油
田
で
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
操
業
会
社
ア
ジ
ッ
プ
Ｋ
Ｃ
Ｏ
に
よ
っ

て
現
在
評
価
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
油
層
の
広
が
り
は
、
テ
ン
ギ
ス
油
田
を
上
回
っ
て
お
り
、
当
面
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の
確
認
埋
蔵
量
と
し
て
七
○
〜
九
○
億

と
い
う
数
値
が
二
○
○
二
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
が
、
今
後
さ

ら
に
追
加
が
見
込
ま
れ
る
。
生
産
開
始
は
二
○
○
八
年
を
目
指
し
て
お
り
、
最
終
的
に
五
○
○
○
万

／

年
（
一
○
○
万

／
日
）
超
の
生
産
量
を
目
指
す
計
画
で
あ
る
。
既
往
の
原
油
輸
送
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｃ
Ｐ

Ｃ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
Ｂ
Ｔ
Ｃ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
だ
け
で
は
域
外
へ
の
輸
出
を
行
な

う
に
は
不
足
で
あ
り
、
他
の
輸
送
手
段
に
つ
い
て
現
在
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
経
由
の
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
ル
ー
ト
も
、
政
治
的
に
は
問
題
が
多
い
が
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

s

天
然
ガ
ス
の
開
発
状
況

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
西
部
に
広
が
る
北
カ
ス
ピ
堆
積
盆
地
で
は
、
東
部
で
は
テ
ン
ギ
ス
、
カ
シ
ャ
ガ
ン
と

い
っ
た
超
巨
大
油
田
が
形
成
さ
れ
る
が
、
西
部
で
は
、
カ
ラ
チ
ャ
ガ
ナ
ク
、
ロ
シ
ア
領
に
あ
る
ア
ス
ト
ラ

ハ
ン
な
ど
の
巨
大
ガ
ス
田
が
分
布
す
る
。

カ
ラ
チ
ャ
ガ
ナ
ク
・
ガ
ス
田
は
、一
九
九
二
年
に
英
国
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ス
（
Ｂ
Ｇ
）
と
ア
ジ
ッ
プ

が
独
占
的
交
渉
権
を
得
た
が
、
九
七
年
に
両
社
が
各
三
二
・
五
％
、
さ
ら
に
テ
キ
サ
コ
（
現
シ
ェ
ブ
ロ
ン
・

テ
キ
サ
コ
）
が
二
○
％
、
ル
ク
オ
イ
ル
が
一
五
％
入
っ
て
Ｐ
Ｓ
契
約
を
結
ん
だ
。
生
産
ガ
ス
に
は
テ
ン
ギ

ス
油
田
の
随
伴
ガ
ス
と
同
様
に
高
濃
度
の
硫
化
水
素
（H

2S

）
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
境
を
挟
ん
だ
向

168



か
い
に
あ
り
、
同
組
成
の
ガ
ス
を
生
産
す
る
ロ
シ
ア
の
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
・
ガ
ス
田
の
処
理
施
設
に
輸
送
し

て
、
限
定
的
な
規
模
で
ガ
ス
を
生
産
し
て
い
た
。
現
在
、
年
間
六
○
億
立
方

の
ガ
ス
と
九
○
○
万

の

コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
を
生
産
し
て
い
る
が
、
二
○
○
三
年
後
半
か
ら
は
、
テ
ン
ギ
ス
油
田
か
ら
黒
海
の
ノ
ボ

ロ
シ
ー
ス
ク
に
出
る
Ｃ
Ｐ
Ｃ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
な
ぎ
込
む
計
画
で
、
二
○
○
四
年
以
降
は
年
間
一
六

○
億
立
方

の
ガ
ス
と
一
二
○
○
万

の
コ
ン
デ
ン
セ
ー
ト
の
生
産
を
目
指
す
。

３
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
石
油
開
発
の
現
状

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
領
カ
ス
ピ
海
の
石
油
開
発
は
、
一
九
四
九
年
の
ネ
フ
チ
ア
ニ
・
カ
ム
ニ
油
田
の
開

発
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
プ
シ
ェ
ロ
ン
半
島
の
南
東
沖
合
で
、
海
底
か
ら
染
み
出
す
石
油
を

根
拠
に
掘
削
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
海
洋
油
田
開
発
と
し
て
は
、
日
本
の
新
潟
県
出
雲
崎
の
尼
瀬
沖
、

米
国
テ
キ
サ
ス
沖
に
次
ぐ
事
例
で
あ
る
。

一
九
八
○
年
代
に
、
海
洋
の
二
五
○

以
深
の
場
所
で
「
四
月
二
十
八
日
」
油
田
（
現
在
の
グ
ネ
シ
リ
油

田
）、
カ
ベ
ロ
キ
チ
ン
油
田
（
現
在
の
チ
ラ
グ
油
田
）、「
バ
ク
ー
二
六
人
民
委
員
」
油
田
（
現
在
の
ア
ゼ
リ
油
田
）

な
ど
が
陸
続
と
発
見
さ
れ
た
が
、
当
時
の
ソ
連
は
水
深
二
五
○

以
深
の
油
田
に
対
し
て
は
、
海
洋
開
発
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技
術
を
も
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
八
七
年
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
下
で
制
定
さ
れ
た
合
弁
企
業

法
が
、
欧
米
技
術
導
入
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
上
記
三
油
田
の
さ
ま
ざ
ま
な
区
域
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
欧

米
技
術
サ
ー
ビ
ス
会
社
が
開
発
に
関
す
る
商
業
化
ス
タ
デ
ィ
を
提
案
す
る
状
況
に
な
っ
た
。
中
国
の
改

革
・
開
放
（
一
九
七
八
年
）
に
遅
れ
る
こ
と
九
年
で
あ
る
。

し
か
し
、
契
約
関
係
は
か
な
り
錯
綜
し
て
お
り
、
事
業
の
進
捗
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
九

九
三
年
に
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
エ
リ
チ
ベ
イ
に
替
わ
っ
て
政
権
を
と
っ
た
ガ
イ
ダ
ル
・
ア
リ
エ
フ
は
、
翌
年

こ
の
複
雑
な
契
約
関
係
を
権
益
比
率
で
置
き
換
え
て
、
い
わ
ゆ
る
「
世
紀
の
契
約
」
と
呼
ば
れ
る
単
一
の

生
産
物
分
与（
Ｐ
Ｓ
）契
約
を
欧
米
各
社
と
締
結
し
た（
後
に
、
日
本
の
伊
藤
忠
商
事
、
国
際
石
油
開
発
が
参
加
）。

こ
う
し
て
、
九
○
年
代
半
ば
か
ら
ア
ゼ
リ
＝
チ
ラ
グ
＝
グ
ネ
シ
リ
（
Ａ
Ｃ
Ｇ
）
油
田
の
評
価
作
業
が
始
ま
り
、

九
七
年
に
は
最
初
の
原
油
生
産
に
漕
ぎ
つ
け
た
。
開
発
を
担
当
し
て
い
る
の
は
、
Ｂ
Ｐ
が
主
導
す
る
欧
米

を
中
心
と
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
（A

zerbaijan
InternationalO

perating
Com

pany

）
で
あ
る
。

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
は
海
域
で
一
○
件
、
陸
域
で
五
件
の
Ｐ
Ｓ
契
約
が
締
結
さ
れ
た
が
、
結
局
開
発

に
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
の
は
、
こ
の
ア
ゼ
リ
＝
チ
ラ
グ
＝
グ
ネ
シ
リ
油
田
と
、
Ｂ
Ｐ
、
ス
タ
ッ
ト
オ
イ
ル
を

中
心
と
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
発
見
し
た
シ
ャ
ー
・
デ
ニ
ス
・
ガ
ス
田
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
石
油
生
産
の
見
込
み
は
、
当
初
の
期
待
を
は
る
か
に
下
回
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。
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新
規
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
と

国
際
連
携
の
時
代


